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野々市町は県下でも人口急増の激しいところであります。とくに本町北部一帯は昭和40年代以

来の高度経済成長期より著しい都市化の波を受け、日園地帯が変貌しつつあります。

近年このような状況のなかで埋蔵文化財の緊急発掘調査の件数も増加し、開発と埋蔵文化財と

の調整が大きな問題となっています。

先人が残した貴重な文化遺産は、私たち郷上の歴史を知るうえでかけがえのないものであり、

これを保護し未来へ継承していくことは私たちの責務であります。

御経塚ツカダ遺跡 (御経塚 B遺跡)は、この開発の急ピッチで進む地帯に位置し、昭和55年よ

り58年にかけて、記録保存を目的とする緊急発掘調査を実施してきました。その結果、弥生時代

末頃から古墳時代にかけての集落の跡が発見され、先人の営みを知ることができました。

本書により、私たちの財産である埋蔵文化財の理解が深まり、保護意識の高揚を念じておりま

す。

最後になりましたが、調査にあたり文化庁、県文化課、県埋蔵文化財センター、石川考古学研

究会及び関係各位の御指導、御助言に深 く感謝の意を表するものであります。

昭和59年 3月

野々市町教育委員会

教 育 長 東 谷  弘



例   言

1.本書は、昭和55年から昭和58年度にかけて野々市町教育委員会が調査した御経塚ツカダ遺跡

(御経塚 B遺跡 )の発堀調査報告書である。尚、昭和56年度から昭和58年度調査は、国庫補助金、

県費補助金を得ている。

2.年度別の現場調査は次のとおりである。

昭和55年度調査  昭和55年 9月 23日 ～11月 17日

昭和56年度調査  昭和56年 10月 27日 ～12月 28日

昭和57年度調査  昭和57年 10月 12日 ～12月 25日

昭和58年度調査  昭和58年 5月 24日 ～ 7月 21日

3.発掘作業、遺物整理には次の方々の御教示、御協力を賜わった。

高堀勝喜 (石川考古学研究会常任顧間 )、 荒木繁行 (同会顧問 )

橋本澄夫 (石川県埋蔵文化財センター次長 )、 南 久和 (金沢市文化課 )

湯尻修平 (石川県埋蔵文化財センター )、 小嶋芳孝 (石川県文化課 )

4.発掘調査は野々市町教育委員会社会教育課 高本 実、吉田 淳が担当した。

発掘協力者 七社直樹、北村 昭、加藤雄己、安嶋 均、山岸秀昭、前田晴彦、口村栄二、

今川照一、吉川 均、菊野膚二、池幡 誠、金子良平、宮本洋子、由比 守、

辻森由美子、川端敦子、松田智恵子、斉藤和代、

(上記の方に補佐して頂いた )

橋本冨代子、北川弘子、塚本しょん、塚本久枝、北川獣子、新宅美代子、

北村照子、木村玉子、荒川たか、
'II 
正子、中敷静子、宮崎次納、平野重子、

森田貞善、藤田英太郎

5.発掘実施にあたり御経塚土地区画整理組合理事長 木村敬一氏はじめ組合員の諸氏、また史

跡御経塚遺跡保存会会長市村正規氏ほか会員の諸氏より多大な協力を得ている。

6.遺物の整理及び実測、 トレースにあたっては次の諸氏の協力を受けた,。
土器復元、  荒木繁行、北村 昭、加藤雄己、菊野庸三、宮本洋子

遺物実測、トレース  宮本洋子、石浦め ぐみ、菊野庸三

写真撮影   菊野庸三

7.本書の執筆、編集は上記の諸氏の協力を得て吉田が担当した。



8。 本遺跡は純文時代、弥生時代、古墳時代の複合遺跡であるが、本書を調査報告書 1と して、

弥生、古墳時代の住居跡等遺構の資料のみを扱った。他の資料は別途報告する。

9,本遺跡の出土遺物及び諸記録は野々市町教育委員会が一括して保存管理している。
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1、 位置と環境

御経塚ツカグ遺跡 (御経塚 B遺跡 )は石川郡野々市町字御経塚町地内の通称『ツカダ』に所在

し、国鉄野々市駅より北北東へ約 600m、 御経塚町からは北東約 300mを 測る。また、北陸自動

車道金沢西インターより国道 8号線を 2 km南下し、石川広域農道との交差点東側の水田に本遺跡

は分布している。全国的にも著名である御経塚遺跡 (紀文時代後期中葉～晩期 )の 史跡公園が国

道を隔て位置する。

この野々市町北部一帯は稲作を中心とする田園地帯であり、美田のなかに集落が点在するのど

かな風景であった。しかし、県下最大都市である金沢市に南郊することや、国道 8号線の開通、

市街化区域への編入などにより近年べ ンヽドタウン化が著しくなった。本町の人口推移が昭和40年

以来 3倍の約30,000余人になったことからも窺れよう。このような社会地理的情勢のなかに本遺

跡はおかれている。

白山連峰を源とする手取川は鶴来町付近において流路を北から南西方向に変え日本海にたどり

つ く。この手取川によって、野々市町全域を含む扇径約 12km、 展開度約 110度の大扇状地が形成

されている。東十員」は富樫山地と接し低い急崖をつ くり、伏見川の形成する泉野扇状地と重なり不

鮮明となる。この手取川扇状地の北端部に本遺跡は立地している。
(評 1)

手取川の最も古い旧河道とされる富樫用水系の木呂川が東 100mに近接し、西 400mの ところ

には郷用水系の馬場川がともにゆるく北流し犀川に注いでいる。

本遺跡地の標高は海抜約10mを 測り、ほぼ東西に走るこの等高線より北方が地下水自噴地帯で

あった。また、南方の扇状地端部 t二おいても地下水位は高く地表面との差は余 りなかったことが
(註 2)

知られている。

発掘時においては、遺跡地の東側に現在の木呂川と80m離れこれとほぼ平行な流路方向をもつ
(註 3)

河道跡を検出し、西側でもほぼ北に流路をもつ河道跡を検出した。この両河道跡に扶まれた中約

50mの 自然堤防である微高地上に遺跡が存在していることを確認している。

(註 1)平野外喜平 1970 『秘史手取川』 北国出版社

(註 2)金崎肇 1956 「押野村をめ ぐる自然」『押野村史』 石川郡押野村史編集委員会

吉岡康暢 1975 「平野扇状増の遺跡」 『金沢周辺の第四系と遺跡』

(誰 3)高堀勝喜 1983 「遺跡の範囲と集落の形態」『御経塚遺跡』野々市町教育委員会

2、 周辺の遺跡

(註 1)

御経塚ツカダ遺跡の周辺地域における遺跡を概観してみよう。 (第 1図 )

手取川扇状地北端部は、縄文時代より弥生・古墳時代にかけて遺跡が密に分布する地域である。
(註 2)

この地域に人々が住み、生活の営みは縄文時代中期に始まり、古府ヒビタ遺跡⑩、これに続き北
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第 1図 周辺の遺跡 (1/m000)

1 北塚遺跡 (縄文 古墳 )

2 古府クルビ遺跡 (弥生～平安 )

3 高畠遺跡 (弥生～古墳 )

4 上安原縁団地遺跡 (弥生～古墳 )

5 南塚遺跡 (縄文～古墳 )

6 犀川鉄喬遺跡 (縄支 古墳 )

夕 八日中雁日1越跡 (縄文 古墳 )

3 中屋遺跡 (組文 )

0 新保本町チカモリ遺跡 (縄文 )

10 古府ヒビタ遺跡 (縄文 )

■ 黒田遺跡 (古墳 平安 )

12 新保本町ツカダ遺跡 (弥生 )

13 八日市ヤスマル遺跡 (古墳 )

14 宮永遺跡 (古墳 )

15 横江荘々家跡 (弥生 平安 )

16 御経塚 C遺跡 (古墳 )

17 御経塚経塚

18 御経塚遺跡 (縄文 )

「
こ 御経塚ツカ刻動遺跡 (弥生～古墳)|

20 御経塚アスナロ(Bl遺跡 (古墳―平安 )

21 八日市 B遺跡 (奈良―平安 )

22 押野西遺跡  (弥生～古墳 )

23 福増東川遺跡 (弥生 )

解 福増遺跡 (縄文・「w/1・生 )

25 横エアズキダ越跡 (縄文一中世 )

26 野代遺跡 (縄文 古墳 )

27 上宮寺跡 (室町 )

28 押野大塚古墳

29 押野大塚遺跡 (弥生―古墳 )

30 押野タチナカ越跡 (弥生―室町 )

31 日光寺向田遺跡 (古墳―平安 )

32 富樫館跡 (平安 )

33 日中ノダ遺跡 (弥 生)

34 三林館跡 (安上TIL山 )

培 ―ユ ー
ー

型

■44所 石崇え行を 目土地選院

35 長竹遺跡 (縄文～中世 )

36 橋瓜遺跡 (縄文 )

37 三浦遺跡 (古墳～平安 )

38 清金ア〃トウ遺跡 (平安～中世 )

39 末松信濃館跡 (中世 )

40 末松福正寺遺跡 (古墳 )

41 末松 B遺跡 (弥生 )

4ワ 末松廃寺跡 (白風 )

43 ダイカン遺跡 (奈良～中世 )

44 末松古墳

45 末松AC遺 跡 (縄文 平安 )

46 大館館跡 (平安～室町 )

47 法福寺跡

48 上二日遺跡 (平安 )

49 安養寺遺跡 (平安 )

50 上林遺跡 (弥生 平安 )

51 額谷選跡 (弥生～古墳 )
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塚遺跡①が所在する。後・晩期にはいると、本遺跡と複合する御経塚遺跡⑬ (国指定史跡)、 巨
(魅 4)             (魅 5)

大木柱根の出上で知られる新保本町チカモリ遺跡③、また中屋遺跡③が近在する。弥上時代には
(離 6)

いると、扇央部に中期初頭とされる柴山出村式期の上林遺跡⑩が所在する。稲作を基盤とする集

落が定着し遺跡数の増加する弥生時代後期～古墳時代前期にかけて扇端部においては押野タチナ
(註 7)         (誰 8)          (越 9)                        (離 iO)

力遺跡⑩、野代遺跡〇、押野大塚遺跡⑩、押野西遺跡②、宮永遺跡⑭などが所在し、北部低湿地

域には伏見川を換んで古府クルビ遺跡②、高畠遺跡③が位置している。

ここで野々市町管内で確認されている遺跡の分布状況を見ると、北部の御経塚町
。押野町、南

部の末松町付近に集中している。呵ヒ部の遺跡の多くは縄文時代後 。晩期～古墳時代前期に含まれ

南部では白鳳期の末松廃寺跡を代表として、末松ダイカン遺跡○など律令時代の遺跡が知られて

いる。この南部一帯は未松町在住の高村誠孝氏が熱心に踏査されたところである。

概略的に周辺の遺跡を見てきたが、本遺跡付近一帯が手取川扇状地北端部開発の中心的地域で
(註 14)

あったことが窺れる。

(註 1)1980、 1982補追『石川県遺跡地図』石川県教育委員会 より抜粋した。

(註 2)高堀勝喜、南久和他 1974『金沢市古府遺跡』 金沢市教育委員会

(註 3)A高 堀勝喜 1964 「金沢市近郊入日市新保並びに御経塚遺跡の調査」

『石川県押野村史』 押野村史編集委員会

B高堀勝喜他 1983 『野々市町御経塚遺跡』 野々市町教育委員会

(註 4)(註 3)Aと 同じ

南久和、1983 『金沢市新保本町チカモリ遺跡 一遺構編―』 金沢市教育委員会

(註 5)出越茂和 1981 『金沢市中屋遺跡』 金沢市教育委員会

(註 6)湯尻修平・塚野秀章 1975 『安養寺遺跡群(上林地区)調査報告』 石川県教育委員会

(註 7)昭和55年～昭和58年にかけ野々市町教育委員会が発掘調査を実施し、弥生時代中期

～末期にかけての堅穴住居跡を16棟確認している。

(註 8)昭和56年 区画整理事業の残土より上器片を堺集。

(註 9)昭和53年・56年に野々市町教育委員会が発掘調査を実施。

(註 10)四柳嘉章 1976 「松任市宮永遺跡」『北陸自動車道関係埋蔵文化財調査報告書Ⅲ』

石川県教育委員会、石川県北陸自動車道埋蔵文化財調査団

(註 11)橋本澄夫 高橋裕 1976 「金沢市古府クルビ遺跡」『北陸自動車道関係埋蔵文化

財調査報告書Ⅲ』石川県教育委員会、石川県北陸自動車道埋蔵文化財調

査団

(註 12)橋本澄夫 1975 『金沢市高畠遺跡』 金沢市教育委員会

(註13)河原純之 吉岡康暢 1971 『史跡末松廃寺』 野々市町教育委員会

(註 14)吉 岡康暢  「平野・扇状地の遺跡」『金沢周辺の第四系と遺跡』 北陸第四紀研究

グループ
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3、 遺跡の発見 と概往の調査

本遺跡は紀文時代後・晩期の御経塚遺跡と複合することから、発見された時期はこの遺跡同様

明治末期の耕地整理時と思われる。

史跡御経塚遺跡保存会長の市村正規氏は、「田んぼの耕作や田植のとき、素足に土器片やヤジ

リがつかえてじゃまくさいと古老から、聞かされた」と語っておられる。また橋本澄夫氏『石川県

考古学便覧』 (1970)に よれば、「昭和28年、11月 7・ 日付北国新聞、柏野村八日市新保及び御経

塚地内から多数の弥生式上器 (土師器か)の破片が出土した」 と記されている。

概往の調査について少し触れたい。御経塚遺跡については昭和31年 より13次にわたり発掘調査
(註 2)

が実施されてきた。御経塚 B▽遺跡については前述のうち第 4次調査にあたる、 I 昭和48年実施
の金沢バイパス西側拡張に係かる調査と、H 昭和48・ 49年実施の県営アスナロ団地造成に係か

(註 3)

る調査、Ⅲ 昭和56年実施の都市計画道路疋田・御経塚線築造に係かる調査の 3調査があげられ
よう、 Iの調査では本書報告土器と同時期の甕 と小型台付壺が出上し、平安時代中期に属する滞

状遺構が検出されている。Ⅱの調査では12棟の堅穴住居跡 (古墳時代前期 1棟、奈良時代 7棟 )

と、奈良時代後半から平安時代中頃にかけての掘立柱建物群が検出されている。mの調査では縄

文時代晩期の住居跡 1棟、弥生時代末～古墳時代の堅穴住居跡 3棟、H調査 と関連する掘立柱建

物跡を 5棟検出している。また I調査で検出された濤状遺構を国道 8号線を換み確認している。

これら一連の調査において、国道 8号線の東側では弥生時代末期～古墳時代を中心とする北部

区域と奈良時代から平安時代を中心とするアスナロ団地側の南部区域に 2つに分かれ、都市計画

道路付近では複合 (縄文時代とも複合 )し ていることが判明した。

(註 1)高堀勝喜他  1983 『野々市町御経塚遺跡』 野々市町教育委員会

(註 2)橋本澄夫 高橋裕 1973 『野々市町御経塚遺跡 一金沢バイパス関係埋蔵文化財

調査概報』 石川県教育委員会

(註 3)石川県教育委員会が実施

(註 4)筆者 1981 『御経塚ツカダ(御経塚 B遺跡)遺跡発掘調軸 野々市町教育委員会

(註 5)(註 1)滋井真  「弥生時代以降の遺物」

(註 6)高橋裕氏より教示を得た。

湯尻修平 1983 助日賀・能登における掘立柱建物の類型と性格」『東大寺横江庄

遺跡』松任市教育委員会、石川考古学研究会

4、 調査の経緯

遺跡周辺は、昭和43年に金沢バイパス (現在国道 8号線)建 設を契機に開発が進行した。
昭和45年 7月 1日 に金沢市を中心とする金沢都市計画区域の市街化区域に本遺跡地内は編入さ

- 4 -



れ、石川広域農道建設や国道拡幅工事、県営アスナロ団地造成など急激な変貌をとげた。

その後昭和54年 9月 に同地域の土地区画整理事業計画が策定され昭和55年度より区画街路造成

工事が実施されることとなった。このため、野々市町教育委員会は、事業主体である御経塚土地

区画整理組合と協議を行ない、街路部分の緊急調査を実施することとなった。 (昭和55年度調査 )

この調査は昭和55年 9月 23日 ～11月 17日 にかけて行なわれ、弥生時代末期の住居跡 6棟、古墳時

代後期 1棟が検出された。

昭和55年度調査は街路部分のみであったため、住居跡の完堀は 2棟にとどまり、他の 5棟は未

検出部分を残すことになった。そこで野々市町教育委員会は、本遺跡内の宅地化は必至の情勢で

あることや、昭和55年発見の遺構完掘を目的として、昭和56年度より国庫補助事業による 3ヶ年

継続の緊急調査を実施すべ く、事業計画を立案し採択された。

5、 調査の経過  (第 3図参照)

昭和55年度 (1980年 )調査

9月 23日 より11月 17日 にかけて野々市町教育委員会が発掘調査を実施した。弥生時代末期堅穴

住居跡 5棟、古墳時代後期 1棟を検出した。また、東側旧河道跡、溝状遺構、土拡等を確認した。

調査面積は約840m2である。

昭和58年度 (1981年 )調査

前年度の住居跡未検出部分の発掘を主目的として調査区を設定し、10月 27日 より12月 28日 にか

けて、国庫補助・県費補助を受け野々市町教育委員会が発掘調査を実施した。新たに弥生時代末

から古墳時代前期の堅穴住居跡 2棟発見した。はた西側において河道跡と推定される落ち込みが

見られ前年度調査での東河道跡に換まれた微高地上に立地する集落の中心地と判断した。調査面

積は約680m2である。

昭和57年度 (1982年 )調査

過去 2年の結果により昭和55年度調査区の東側においても住居跡の存在性が高 く、東河道跡ま

での地域を調査区と設定した。10月 12日 から12月 25日 にかけて野々市町教育委員会が発掘調査を

実施した。弥生時代末期の住居跡 4棟と、掘立柱建物跡と推定する 2条の濤状遺構を検出した。

また、トレンチ調査区を設け住居弥の確認と東河道跡の流路方向の調査を行なった。調査面積約

700m2である。

昭和58年度 (1983年 )調査

過去 3ヶ年の調査を基に西河道跡と、昭和56年度に検出した濤状遺構の状況及び住居跡の分布

を目的に調査区を設定した。 5月 24日 より7月 21日 かけて野々市町教育委員会が調査を実施した。

古墳時代前期住居跡 1棟検出と西側の河道跡の肩部を検出し、また トレンチ調査区を設け北西部

における遺跡の状態を調査した。面積は約310m2である。

以上、調査の経過に関する概略である。

調査に全面的協力を頂いた、御経塚土地区画整理組合理事長木村敬一氏をはじめ各組合員の方

々、また地元御経塚町の皆さんに謝意を申しあげます。



第 2図 調査区の周辺 (1/10000)
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6、 微地形と層序 (第 5図参照)

調査前は一面が水田であり、調査区田面の標高は北部 10.22m、 南部 10.82mを 測り距離 100

mに対しンベル差は0.6mであった。

調査で得られた同地点での地山の標高は北部 9。 9m、 南部 10,5mを 測リレベル差は0.6mで

ある。約 1/170で北に傾斜している。

第 5図は東西両河道跡に換まれた微高地 (遺構検出面)の断面図である。両河道問は肩部で、39

Xラ イン約52m、 70Xラ イン約57mを測る。自然河道に数学的な検討を加えるのは場違いである

が、流路の角度より両河道は70Xラ インから北へ約200m付近で交わる可台を隆を持つ。

基本的な層序は、 1、 耕土、 2、 黒褐色粘質土 (遺物・礫含)3、 茶褐色粘質土 (遺物含)、

4、 灰褐色粘質土 (遺物含 )、 5、 地山 (責色シルト)であるが、調査区の大半は遺物の包含層は

無く耕作土直下が地山という単純さである。包含層自体もごく薄く、昭和56・ 58年度調査区に存

在する。これは、微高地が明治期の耕地整理時に削り取られたことを物語っている。

(註)第 5図 は地山レベルで推定した個所もある。

7、 遺構と遺物

調査区全域にわたり遺構を確認している。堅穴式住居跡は14棟、倉庫跡 1棟、土拡44基、薄状

遺構 7条、ピット120以上検出している。 (第 4図参照 )

遺構の記述について

各遺構には、西暦の下 2桁で表わす発見時年を冠して名称をつけた。 (例、80-1号住居は19

80年  昭和55年調査である )。

1 住居跡

(1)80-1号住居跡 (第 6図 )

調査区の南端で検出された住居跡の一つで80-2号住居跡とは僅か60cm離れる。また、東河道

跡との肩部より14mを測る。

隅九長方形のプランを呈し、長辺 4.25m、 短辺 3.3mを測る。壁滞は全周し、巾20～ 30cm、 深

さ5～ 10Cmで、壁高は約20cmを測る。主柱は 2個 Pl、 P2で深さは36cm、 40cm、 ヨヒ壁～Pl～ P2

～南壁の間隔は 1,lm、 2.lm、 1.15m、 このラインにより平面プランは対称する。床面積は約

12.6∬である。破線で落ち込みを示す内側の床面は固く締り焼土は検出されなかったが、中央部

に炭化物の分布が認められた。覆土は基本的に上層の暗褐色粘質土と地山混褐色粘質上の 2層に

分かれる。土器は全て覆土上層暗褐色土から出土しており、口縁部より底部までを有する土器は

皆無である。
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80-1号住居跡 出土土器観察表

図番号 器 種 大 き さ 口 頸
立
ロ

体
立
ロ

(編爵  喜仁)
】台   土 色   調 焼成

第 7図

1 甕
径

径
口
頸

外

内

擬凹線 5

ナデ

外 不明

内 ケズリ

多

多礫勘
微

細
黒 褐 色 良

2 甕
口径 200

頸径 173

外

内

擬凹線 6

ナデ、ハケ

外 ハケ

内 ケズリ

少

多砂

礫

粒

細

細
橙乳白色 並

3 甕
口 径

頸径

外

内

擬凹線 7 スス付着
ナデ 指頭圧痕強

多

多礫勘
微

細
橙乳褐色 良

甕
径

径
口
頸

外

内

擬凹線 6 スス付着
ナデ 指頭圧痕

外

内

ハ ケ

ケズ リ

少

多

礫

礫

中

微
橙黄褐色 良

5 甕
径

径
口
頸

外 擬凹線 9

内 ナデ 内 ケズリ
細礫  多 橙乳白色 並

甕
径

径

口

頸

外

内

擬凹線 7

ナデ

外 ハケ

内 ケズリ
微礫  多 橙 褐 色 並

7 甕
径

径
□
頸

外

内

擬凹線11

ナデ

外

内

スス付着

ケズリ

夕

多礫
勘
細

細
橙乳褐色 良

甕
口径 外

内

擬凹線 5 ナデ
ナデ

少

多礫勘
細

微
淡赤褐色 並

密
径

径
口
頸

174

137

外

内

擬凹線 7 スス付着
ナデ 指頭圧痕 内 ケズリ

少

多礫勘
乳 褐 色 並

甕
径

径
口
頸

外 擬凹線 6

内 ナデ

外

内

スス付着

ケズリ

少
少
多韓籐勒
黒 褐 色 良

11 甕
径

径
口
頸

外

内

擬凹線 6

ナデ

外 ハケ 中礫  少
細粒砂 少
微粒砂 多

黒 褐 色 良

甕
径

径
口
頸

外 擬凹線 5

内 ナデ 内 ケズリ

少
多腿鰈
黒 褐 色 良

甕
径

径
口
頸

外

内

擬凹線 9(2回 )

ナデ 内 ケズリ

少

少

多

鰈

籐

勒
橙乳白色 良

甕
径

径
口
頸

外

内

擬凹線 8

ナデ 内 ケズ リ

少

多礫勘
黒 褐 色 良

甕
径

径
口
頸

151

116

外

内

擬凹線 6 スス付着
ナデ 内 ケズ リ

中礫  少
細粒砂 多

橙 褐 色 良

甕
径

径
口
頸

外

内

擬凹線 8 ナデ
ナデ

率田影終   p炉
微 礫  少
細粒砂 多

橙 褐 色 良

第 8図
17 甍

口ぞ登 140 外

内

ナデ

ナデ 内 ケズリ

中礫  少
細礫  少
細粒砂 多

淡 褐 色 良

甕
径

径
口
頸

外

内

ナデ

ナデ

外

内

ハイナ

ケズリ

中礫  少
細粒砂 多

淡赤褐色 並

秦
径

径
口
頸 内 ナデ 内 ケズリ

多

多礫
勘
中

細
橙 褐 色 並

甕
径

径
口
頸

外 ナデ ロ唇面取 り
内 ナデ

少

少

多

鰈

籐

勒
黒 褐 色 良

密
径

径
口
頸

外 ナデ

内 ナデ 内 ケズリ

少
多
多難籐聰
橙乳白色 並

甕
口 径

頸径

外

内

ナデ

ナデ

外 ハケ スス付着
内 ケズリ

微

少
礫
勒
中

細
褐   色 良
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図番号 器 種 大 き さ 口 頸
立
ロ

休 部

(編爵  喜【)
胎   上 色  調 焼 成

第 8図
23 奄

口径 138

頸径 111

外 ナデ 指圧痕

内 ナデ 指圧痕 内 ケズリ

細礫  少
微礫  多 橙 褐 色

並

底部
底径 26 外 ハケ

内 ケズリ 指圧痕

中礫
細礫
微粒砂

少

少
多
暗 褐 色 良

底部
だミ宅乙  24 外

内

ハイナ

ケズ リ

中礫
率田を整
微粒砂

少

少

大
橙淡褐色 並

底部
底径 20 外 ヘラ磨き スス付着

内 ヘラ磨き

中礫  少
微粒砂 多

暗 褐 色 良

高杯
口宅と 204 外

内

ヘラ磨き
ヘラ磨き

糸日礫    〕歩
細粒砂 少
微粒砂 多

黒 褐 色 良

高杯
外

内

ヘラ磨き
ヘラ磨き

少

多砂籐伽
淡 褐 色 良

高ネ
外

内

ヘラ磨き
ヘラ磨き

糸田礫    」♭
微礫  少
微粒砂 多

淡 褐 色 良

高杯
外

内

ヘラ磨き 内 絞 り目あり 中礫  少
細粒砂 多
微粒砂 多

褐   色 良

高杯
脚径 40 外

内

ヘラ磨き ナデ

ナデ ケズリ

大礫

細粒砂

少

多
褐   色 良

器 台
だミ宅登 104 外 端 部擬 凹線 3

ヘ ラ磨 き
ナ デ 絞 り目内

糸田形驚   p♭
細粒砂 少
微粒砂 少

黒 褐 色 良

装飾

器台

口径 189 外ヘラ磨き,き ぎみ目,ォぬり
内 ヘラ磨き     丹ぬり

微礫  少
細粒砂 多

橙 褐 色 良

高ネ
矧こぞと 900 外 ヘラ磨 き 丹ぬり

内 ナデ ハケ

細礫

細粒砂

少

多
橙 赤 色 良

台付

底部
底径 55 外 ナデ

内 ケズリ端部ナデ

少

多

礫

礫

細

微
橙 褐 色 並

台付

底部
底径  42 外 ヘ ラ磨 き

内 ヘ ラ磨 き
端 部 水平 面取 り

少
多
多

礫
勘
勒

細
細
微

橙乳白色 良

凡例 土器観察表の胎土は、大礫 (3～ 4mm)、 中礫 (2～ 3mm)、 細礫 (1～ 2mm)微礫 (0.5～ lmm)、 細粒

砂 (0,2～ 0.5mm)、 微粒砂 (0.2mm以下)と して観察したものを表示している。

(2)80-2号住居跡 (第 6図 )
80-1号住居と近接し80-3号住居跡とは切 り合い関係にある。調査後の写真整理などで、80

-3号住により切 られていることを確認している。発掘調査時においては筆者が未熟な為、古い

遺構より検出を始めてしまった。不手際を反省したい。

長辺 6.6m、 短辺 6mの胴が張る隅丸長方形を呈す。床面積は32.4m2を 測る。壁濤は中20cm～

30cm、 深さ約20cmで、全周するが西壁中央より住居内へ濤が分かれる。これは推定北壁より1.8

m、 東壁より1.lm離れ、南側では検出できなかったが、約 4m辺の隅丸方形状を持つ。床面を

はずし地山まで出したところこの濤は消え、代わって 4.4m× 4mの隅九方形を呈す浅い堀 り込

みを検出した。 (破線で示す。)こ の掘 り込み内は地山混褐色土で埋められ、床面 と同レベルであ

った。これは、プラン拡大による建て替えと解釈 したい。
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壁高は24cm前後を測る。主柱はPl、 P2、 P3、 P毬が 4個 台形状に酉己置されよう。西南主柱穴はP4、

P5が考えられるが、南壁からの距離が P21・ 8mに対し、P42,Om、 P51・ 5mを 測りP4の可能性が大

であろう。柱穴間はPl～ P22.6m、 Pl～ P32.2m、 P2～ P42.lm、 P3～ P42.4mで ある。

この柱穴に囲まれた区城東側に巾約20cm、 深さ20～ 24cmの 濤で連結されたP6、 P3を 検出した。

濤の深さはPsで20cm P 8で 24cmを 測り北へ傾斜する。検出状況より旧の住居につくものであろう。

焼土は確認していないが、P9周辺は炭化物洲享さ2cm程度 で分布していた。 P。の上層を観察する

と土層は前述の上層との中間に地山混褐色土を換み下層には炭化物混の黒色粘質上が存在してい

た。P9を一度埋め同一個所を同一方法で利用 (焚火か)し たものであろう。 P IO、 P ll間 は出

入口であろうか。また南西隅より住居外南方向へ伸びるであろう深さ約10Cmの滞の端を検出した。

土器のほとんどは覆土からの出上であるが、第 9図 6、 18は床面より約 3 Cm浮 き、12は P7の

肩部より出上している。13は完形で床面より7 cm浮いて出土した。

80-2号住居跡 出土土器観察表

図番号 器 種 さ
ａ
き
推
大

ｍｍ

頸 部口
体

立
ロ

底
脚
部
鍬

胎   土 色  調 焼成

第 9図

1 甕
径

径
口
頸

外

内

擬凹線 4 指頭圧痕
ナデ 内 ケズ リか

細礫  多
淡橙褐色 良

2 甕
口径 193

頸径 152

外 擬凹線4上半ナデ指頭圧痕
内 ナデ 指頭圧痕 内 ケズリ

多

多鰈肋
明 褐 色 良

3 甕
７

４

径

径
口
頸

外

内

擬凹線10 ナデ
ナデ

外

内

ハケ

ケズ リ

少

多

礫

礫

中

細
黒 褐 色 並

甕
外 擬凹線 9 指頭圧痕
内 ナデ

内 ケズ リ 多

多礫糊
細

微
淡 褐 色

やや
不良

5 甕
口径 (1811)

頸径 (168)

外 ナデ

内 ナデ 頸ハケ
内 ケズリ 微粒砂 多

淡茶褐色 良

6 甕

４

６

９

３

０

２

径
径
径

口
頸
胴

デ

デ

ナ

ナ

外

内

外

内

ハケ

ケズ リ

少

多操勘
細

細
明 褐 色 良

7 底部 Σ登宅ζ  28
外

内

ハ イナ

ケ ズ リ

細礫  多
褐  色 並

8 底部 底径 25
外

内

ハイナ

ケズリのあとナデか

中礫  少
細粒砂 多

灰 褐 色 良

9 底部 底径 18
外

内

ハ イナ

ケズリのあとナデか

細礫  多
灰 褐 色 良

底部 底径 32
外

内

ヘラ磨き 底ナデ

指頭による押え

微粒砂 多
橙 褐 色 良

甕
一径
径
径
童

【頸
胴
墜

外 擬凹線12ナデ(ハケロ消す)

内 ナデ

外 ハ ケ
内 ヶズリ、下半ケズリ上げ
底ケズリのあとナデ

細礫  多
茶 褐 色 良

甕
３
２
４

径
径
径

口
頸
胴

外

内

ナデ 擬凹線 とハケ

ナデ

外

内

ハケ (ヨ コ→タテ)

ケズ リ

多

多糊
翻
細

微
黒 褐 色 良

甕
径

径
口
頸

外 擬凹線 3ヘラ磨き
内 ヘラ磨き

外 ヘラ磨き

内 ヘラ磨 き

多

多鰈陶
赤乳白色 並

高 杯 口径 (229)
外

内

ヘラ磨き
ヘラ磨きか

細礫  少
微粒砂 少

橙 褐 色 並
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図番号 器 種 大 き さ
mm(推定)

頸口
立
ロ

体
五
Ｈ

(儲 載) 胎   土 色  調 焼成

第 9図

高杯
裾径 外 透孔 3脚ヘラ磨き

内 アズ リ 裾ナデ

細礫  多
微粒砂 多

橙 褐 色 良

高杯
外

内

ヘラ磨き
ヘラ磨き

微礫  少
橙   色 良

高杯
外 ヘラ磨き

内 ヘラ磨き(一部ハク

微粒砂 少
乳 褐 色 良

器台
外 ヘラ磨き丹ぬり痕

内 ナデか

微粒砂 多
淡 褐 色 良

器 台
外 ヘラ磨き

内 ケズリのちナデ

微粒砂 少
灰茶褐色 良

蓋
裾径 134 外

内

ヘラ磨き
ヘラ磨き

細礫  少
微粒砂 多

橙 褐 色 良

蓋
つまみ径

32

外

内

ヘラ磨 き

ケズリのあとヘラ磨きか

少

少籐胸
茶 褐 色 良

蓋
裾径 168 外 ヘラ磨き

内 上方ナス下半ヘラ磨き

微粒砂
明 褐 色 良

(3)80-3号住居跡 (第 10図 )

80-2号住居跡と複合し、調査区の南側で検出した。長辺10.3m、 短辺 9,lmを 測り隅九長方

形を呈す、検出した住居跡のなかでは最大の規模で床面積81,7m2を 測る。壁高は20Cm残存し、壁

濤は中20cm前後、深さ10Cmで壁に沿い全周する。壁濤内には径 5～ 7 Cmの小ピットを20Cm～ 30cm

の間隔で検出した。主柱穴はPl、 P3、 P6、 P8が方形に配置される。Pl― P3間 4,7m、 Pl、

~P6間 4.6m、 P3~P8間 4.9m、 P6~PS間4.6mを 測り、また各対応する壁よりこのラインま

での距離は、PI― P3ラ インが約 3m、 他の 3つはいずれも約 2mで、主柱穴を結ぶ方形は住居

プラン内やや南に位置する。この主柱穴間にひと回り小さい柱穴 P2、 P4、 PS、 P8が配置され

る。Pl― Pa間中心内側に 2段掘 りの特殊ピットP llが位置する。長軸 132 cm、 知軸 106 cmの 平

面楕円状で、深さ10Cm、 中10Cm～ 20cmの段を持ち、内側に、深さ20cmの 90Cm、 60cmを 測る楕円状

のピットを検出した。P10は 深さ34cmを 測り、同10Cmの レベル面で自然石により覆われて
いた。

焼土は検出されなかったが、P12に は炭化物 (灰 )が堆積していた。壁より約 lm内側に床面を

検出したところ隅丸方形を呈する濁黄褐色のプランが現われ、長辺 8.3m、 短辺 7.7mの同形を

三する濤が検出された。旧の住居跡の輪郭を示す壁濤であろう。80-2号住居跡と同様、プラン

拡大による建て替えと考えており、主柱穴は共用されたものと推察する。覆土は、暗褐色粘質土

であり、上層は耕作時の撹舌し上が混じる。

上器はほとんどが覆土より出上した。床面より第m図 7、 8が、壁濤より5、 14、第12図 29が出土

した。また、はり床下より、19、 3と、34が出上している。
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80-3号出土土器観察表

図番号 器 種 大 き さ 口 頸 部
体

立
ロ

(編爵  喜【)
胎   土 色   調 焼成

第■ 図

1 甕
径

径
口
頸

外

内

擬凹線 6ナデ
ナデ

中礫

微粒砂

少

多 灰 褐 色
や
良
や
不

2 甕
径

径
口
頸

外

内

擬凹線 6(不規則 )
ナデ ケズリ

少

多繰幽
灰 褐 色

やや
不良

3 甕
径

径
口
頸

外 擬凹線 5 ナデ
内 ナデ 指頭圧痕 ケズリ

中礫

微粒砂

少

多
灰 褐 色 良

4 甕
径

径
口
頸

外 擬凹線 4 ナデ
内 ナデ ケズリ

細礫  多
淡茶褐色 良

5 甕
径

径

口

頸

171

137

外 擬凹線 6 ナデ
内 ナデ ハケ

外

内

ハケ

ケズ リ

中礫

微粒砂

少

多
黒 褐 色 良

6 甕
径

径
口
頸

外 擬凹線 8 ナデ
内 ナデ ハケ

外 ハケ

内 ケズリ

細礫  多
茶 褐 色 良

7 甕
径

径
口
頸

175

143

外 擬凹線 7 ナデ
内 ナデ ナデ

外

内

ハイナ

ケズ リ

細礫  多
暗茶褐色

や
良
や
不

甕

径
径
径

口
頸

胴

外 擬凹線 7 ナデ
内 ナデ ナデ

外

内

″ヽ イナ

ケズ リ

少

多鰈脚
褐   色 やや

不良

9 甕
径

径
口
頸

外 ナデ ナデ
内 ナデ

外

内

ハイナ

ケズ リ

細礫  少
淡茶褐色 良

甕
径

径
口
頸

外 擬凹線残る
少

少

多

礫

礫

勘

中

細

細
橙 褐 色

や
良
や
不

甕
径

径
口
頸

外 ナデ ナデ
内 ナデ 内 ケズリ

細礫  少
灰乳褐色

やや
不良

甕
口宅と202

頸径 173

デ

デ

ナ

ナ

外

内

ナデ

ヶズリ

外 ハケ 細礫  少
微粒砂 少

橙 褐 色 良

一甕
径

径

口

頸 内 ケズ リ

4族礫  多
橙 褐 色 良

甕
径

径
口
頸

外 ナデ  ナデ
内 ナデ

外

内

ケズリ

ケズリ

細礫  多
橙 褐 色 良

第 12図

15 霊

径
径

径

口
頸

胴

少

多礫勒
細

微
灰赤褐色 良

弯
径
径
径

口
頸
胴

外 ナデ ナデ
内 ナデ

外

内

ケズリナデ

ケズリ

多

多

礫

礫

細

微
橙乳白色 良

鉢
径
径
高

口
頸
器

外

内

ヘラ磨き
ヘラ磨き

外

内

ヘラ磨き
ヘラ磨き

細礫  夕
黄 褐 色 良

底部 底径 63
細礫  多

明 褐 色 良

底部 底径 72
内 ケズリ

細礫  多
乳 褐 色 良

底部 底径 22
外

内

ハケ

ケズリ

少

多礫勘
中

細
茶 褐 色 良

底部 底径 23
外 ハケ

内 ケズリか

少

多礫勒
中

細
暗灰褐色 不 良

底部 底径  20
外 ハケ

内 ケズリ

細礫  多
灰茶褐色 良
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図番号 器 種 大 き さ 口 頸 部
体

立
ロ

(衛 獣) 胎   土 色  調 焼成

第 12図

23 ナ宛 底径 52
外

内

ヘラ磨き

ケズリ,ナデ

微粒砂 多
黄乳褐色 良

24 高 杯 口径 243
外

内

ヘラ磨き

ヘラ磨き

微粒砂 少
暗 褐 色 良

高杯 口径
外

内

ヘラ磨き
ヘラ磨き

細礫  少
橙 褐 色 良

高杯
外

内

ヘラ磨きか
ヘラ磨きか

微粒砂 少
淡 橙 色 良

高杯 口宅登 232
外

内

ヘラ磨きか
ヘラ磨き

微粒砂 多
淡茶褐色 良

高ネ 口窄E238
外 ヘラ磨き (斜方向 )

内 ヘラ磨き

少

夕砂

礫

粒

中

微
暗 灰 色

や

良

や

不

高杯 口径 210
外

内

ヘラ磨き
ヘラ磨きか

少

多砂

礫

粒

細

微
橙 褐 色 並

高杯 口径  98
外 国辰ナデ ヘラ磨 き

内 ヘラ磨き

少

多礫鬱
細

細
乳 褐 色 良

高ネ 剛吾宅登 130
外

内

ヘラ磨き

ケズリ,ナデ

微粒砂 少
橙   色 やや

不良

高杯
外

内

ヘラ磨き

ナデ

微粒砂 少
橙 褐 色 良

器 台
外

内

ヘラ磨き

ケズリ

微粒砂
淡茶褐色 良

器 台 裾径
外 不明裾部ヘラ磨き 少

多僻脚
橙 褐 色 良

蓋
つまみ部外 ヘラ磨きか

内 ケズリ後 指頭ナデ

微礫  少
黄乳褐色 良

高杯
外

内

ヘラ磨きか

ケズリ

細礫  多
微粒砂 少

赤 褐 色
や
良
や
不

高ネ
裾 外 ナデ

内 ナデ

少

多概腕
乳 褐 色 良

蓋 つまみ径39
少

少礫勘
細

微
淡 灰 色 良

蓋 つまみ径40
外

内

ヘラ磨き

ナデ
微粒砂 多

明 褐 色 良

40
型

形弾

小

砲
外 ヘラ磨きか

内 ケズリの後指頭ナデ

少

多鰈脚
乳 褐 色 良

-26-



80-号 住居跡
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第14図 80-5号住居跡実測図 (S=%)土器出土実測図 (S=%)
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第15図  80- 4号住居跡出土土器実測図 (S=%)

“

)80-4号 住居跡 (第 13図 )

調査区の北部において80、 81年に検出したもので、集落北端の住居跡と推定している。長辺 5

m、 短辺 4mの隅九長方形を呈すが中央部は近世の用水が南北に走る。壁高は24cm前後を測 り、

壁面周囲に中 6～ 12cm、 深さ 5～ 10cmの壁濤がめ ぐる。主柱穴は 2個 で長辺の軸に平行し、北東

壁～ PI～ P2～ 南西壁それぞれの間隔は 1.5m、 1.9m、 1.6mを測る。径約 20cm、 深さは床面

より35Cmを 測る。また柱穴を結ぶラインでほぼ対象となるP3、 P4が壁と重なり深さ約20cmで掘

られている。

炉跡は確認されなかった。覆土は、用水濤の褐色砂質土と黒褐色粘質上であった。土器の出土

は少量で、第 15図 1、 9が床面より出上した。

80-4号住居跡 出上上器観察表

図番号 器 種 大 き さ
mm  (推 定

口 頸
立
ロ

体 都

(儲 載) 胎   土 色  調 焼成

第 15図

1 甕
口径 (212)

頸径 (193)

外 擬凹線 8

内 ナデ 。指頭圧痕
内 ケズリ 微礫  多 橙乳白色 良

2 甕
径

径
口
頸

外 ナデ ,国唇丸い

内 ナデ

少

少砂

礫

粒

微

微
乳 褐 色 良

3 鉢
口径 (130)

頸径 (121) 待ナデか 細礫  多 明 褐 色 並

4 底 部 底径
外 ハケ 底ケズリ
内 ケズリ

細粒砂 多 灰 褐 色 良
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図番号 器 種 大

ｍｍ

き さ
(推定 )

頸
立
ロ□

体
立
ロ

(露 喜骨)
胎   土 色  調 焼成

5

第 15図

装
口径(160)

頸径(137)

外

内

凝凹線 14か

ナデ・指頭圧痕
内 ケズリ

細礫

細粒砂

少

少
灰 褐 色 並

6 高lTh 口径 (224)
外

内
ヘラ磨 き ,赤 彩痕

微礫

微粒砂

少

多
明 褐 色

やや

不良

7
付
部
台
底 台径  76

細礫  少
微粒砂 月ヽ

乳 白 色 並

高郭 裾径(125)
外

内

ヘラ磨き
ハケ状

微粒砂 少 明 褐 色 良

9 筑
径

径

高

口
医

器

外 ヘラ磨き

内 ヘラ磨き後ナデ

外 ヘラ磨き

内 ヘラ磨き後ナデ

微礫

微粒砂

少

多
橙 褐 色 良

(5)80-5号住居跡 (第 14図 )

調査区のほぼ中央部で発見し、80、 81年 において検出した。住居中央部には近世の用水濤が走

る。長辺 5,7m、 短辺 48mの 隅丸長方形のプランを持つであろう。

段状構造を有し、外側壁高約 10cm、 内側壁高は10cm～ 15cmを 測る。高低 2つの面を持ち高い面

を段状部分、低い面を床面とすると、床面は一辺 3.6mの方形をなす。この方形の北西辺を除き

他の 3辺に段状部分を有し、北東辺巾約30cm、 東南辺巾約80cm、 西南辺巾約 150 cmを 測る。面積

は25,3m2で うち床面は12.lm2でぁる。主柱穴を 8個 もち 2間× 2間に配置される。Pl― P2~P3

は間隔 1.8m、 2.2m、 計 4mo P6~P7~P8は 2m、 22m、 計 4.2mo Pl― P4~P6は 2.9

m、 26m、 計5.5mo P3~P5~P8は 2.8m、 2.7m、 計 5.6mを 測る。このうち南側の Pl

～ P3列 と相対するP6～ P8列 は住居掘 り方の外部に位置し、P4・ P5は段状部に位置する。ま

たP5を 中点として P9、 P10が段状部に位置し、この間隔は 2.6mを 測る。 P llは カマ ドの南側、

床面の東南隅に位置し長軸 1.2m、 短軸 0,8m、 深さは20cmを 測る。貯蔵穴であろうか。床面は

P2～ P7ラ インで対称 となり、 P4～ P5ラ インで住居のプランは対称となる。 P9、 P10が 段 状

部に位置し間隔は 2.6mを 測る。 P llは カマ ドの横、床面の東南隅に位置し、長軸 1.2m、 短軸

0.8m、 深さは20cmである。貯蔵穴が推定しえる。

北東辺南より床面壁際に径約60cmの 円状に厚 く焼上の堆積が認められ、これをとりまくように

馬蹄形を成す薄い灰色粘質土を検出した。この灰色粘質土が焼けていないことや、 煮炊時に土器の支

脚として使われた焼け石が移動 していることから上部はかなり削平されたと推測される。このこ

とから馬蹄形を成すカマ ドが設置されていたと思われる。覆土は上層より近世用水濤の影響であ

る褐色粘質上、遺物を含む黒褐色粘質土と地山混灰褐色粘質土に分かれる。

土器は本住居跡で使用された土器が全点出上していると思われる。ほとんどがカマ ド周辺の床

面より出土した。
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第16図  80-5号住居跡出上土器実測図(1)(S=1/3)
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第17図 80-5号住居跡出土土器実測図(動 (S=1/3)
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80-5号住居跡 出土土器観察表

図番号 器 種 さ
定
き
帷
大

ｍｍ

口 頸
立
ロ

体 部

(躊  喜:)
ム
ロ 土 色   調 焼 成

第 16図

1 褒

雀
雀
篠
連

四
頸
胴
果

横

縦

ズ

ズ
ケ

ケ

ケ
方

半

ハ
上
下

外
内

細礫
微 粒 砂
細 粒砂

多
多
多
橙 褐 色 良

2 装
口径 187

頸径 158

外 ナデ,ナデ
内 ナデ,ナデ

外

内

ハケ

ケズリ。一部ナデ
細粒砂 多 明茶褐色 並

3 高郭

雀
雀
雀
進

国
脚
据
哭

外

内

ヘ ラ 磨 き (やや 荒 い )
ヽ ラ 磨 き

外 ヘ ラ磨 き(上→下

内 ナ デ

細粒砂

微粒砂

多

多

郭内黒褐色

外 茶褐色
良

装

口 1垂
頸 径
月同4≧

外 ⌒ ケ , ハ ケ
内 ナ デ .ナ デ

外 ハ ケ , 底ハ ケ内ケズリ
(雫互互ぃ

微礫

細粒砂

多

多 橙 褐 色 良

5 簑

径
径
径
高

回
顎
胴
器

114
99
131
124

外 ナ デ ,ナ デ

内 ナ デ

外 ハ ケ , 底 ハ ケ内ケズリ〒苦4里 )
率田礫

微粒砂

多

多 橙灰褐色 良

6
工妃
口径 150

器高 76
外

内 卒写 スス付着
微礫

細粒砂

少

多 茶 褐 色 良

7 ユ兒
口径 155

器高 69
外 ナデ

内 ヘラ磨き後ナデ

細粒砂

微粒砂

多

多
赤 褐 色 良

8 ナ寛
口径 117

器高 45

外

内

ケズリ後ナデ

ナデ
細粒砂 多 暗 褐 色 良

9 魂
径

昔回

口

器

112

38

外

内

ケズリ後ナデ

ナデ

微礫

細粒砂

多

多 暗茶褐色 良

第 17図

10 ナ苑
口径 120

器高 51

外

内

指頭によるナデか

ケズリ後ヘラ磨き

微礫

中粒砂

多

多 暗 褐 色 良

11 ナ苑
口径 120

器高 42

外

内

ナデ
ヘラ磨き

外

内

底ハケ痕跡

底面ナデ

微礫

細粒砂

多

多 茶 褐 色 良

曽氏

口 径

底 径

器 高

外 ナデ(巾 2 cm)

内 ナテ  指頭圧痕あり
外

内

ノヽ イナ

ケ ズ リ
細粒砂 多 灰乳褐色

やや

悪い

鍋

口 径

頸 径

器 高

外 ハケ

内 ナデ

タト タヽ ケ
内 ケ ズ リ (下→ 上 )
底 同心円状のケズ リ

微礫

細粒砂

多

多
茶 褐 色 良

郭 蓋
口径 120

器高 39

外

内

ナデ

ナデ

外 底部 ケズリ

内 ナデ

中 礫

微 礫

微 粒 砂

微
少
多
青 灰 色 良

rTh身
口 径

底 径

器 高

外

内

ナデ

ナデ

外

内

底部上方l cmヶ ズリ

ナデ

中 礫   少
糸田礫    ど嚇
微 粒 砂 多

灰   色 良

郭身
口径 104

器高 35
外 ナデ

内 ナデ

外

内

底部ケズリ後ナデ

ナデ

中 礫  少
糸田礫    ど夢
微 粒 砂 多

青 灰 色 良

17
郭身
(ゆがむ

口径(120)

器高 38

外

内

ナデ

ナデ

外

内

ケズリ痕

ナデ

中 礫  少
微 礫  多
微 粒 砂 多

灰   色 並

(6)80-6号住居跡 (第 13図 )

調査区南側において検出し、東側/が用水濤により消滅しているが、80-3号住とは近接し、

80-2号住居跡とは約 5m離れよう。「 8の字」形濤状遺構と複合し、これにより切られている。

胴の張る隅丸方形で辺約 6m位の大きさであろう。この住居の検出も失敗している。住居は土層

より2回の建て替えが推定できる。上層より暗褐色粘質上、貼り床(地山混褐色土 )、 薄いlCm程度

-33-



の炭化物層、貼 り床 (地山混褐色土)が基本である。住居を新、古で示そう。主柱穴はいずれも

4個が方形配置と予想されるが、うち 1個は未検出である。新では、 Pl、 P2、 P3と 考えており、
Pl~P2間 3m、 Pl― P3間 2.7mで ある。古においては一辺約 5mの隅丸方形であろうと、住

居内の落ち込み等で推測している。主柱穴は P5、 P6、 P7を 考えており、P5~P6間 2.3m、 P5
-Pィ間2.35mを 測る。80-2号住居跡と同様な濤で連結されたピットP7、 P9、 P ll、 P12を

検出している。濤はいずれもP9に 向かって傾斜している。このうちP iOは 新につ き、他は旧に

付属するものと考えている。覆土は暗褐色粘質上で、貼 り床は地山混褐色土である。

土器は、床面より第18図 2、 3、 7、 9、 10、 11、 19、 20が出土 し、Pl。より16が出上 してい

る。

80-6号住居跡出土土器観察表

図番号 器 種 さ

定
き
帷
大

剛

口 頸
体

立
ロ

(露 喜:) 胎   土 色   調 焼成

第 18図

1 簑
口径(219)

頸径 (175)

外

内

ヘラ状具によるナデ(凸線),ナデ

ナデ     ナデ
外

内

ハ イナ

ケ ズ リ

微礫  少
細粒砂 多

黒 褐 色 良

2 簑
口径 208

頸径 182

外

内

擬凹線 5 ,ナ デ
ナデ   .ナ デ

外 ハケ

内 ケズリ
細礫  多 淡茶褐色 良

3 簑
口径 191

頸径 154

外 擬凹線 6, ナデ
内 ナデ。子旨頭圧痕,ナデ

外 ハケ

内 ケズリ

中礫

微粒砂

少

多
暗 褐 色 良

甕
口径 184

頸径 157

外 擬凹線 6(不明確 ),ナ デ

内 ナデ  , ナデ
外

内

ハ ケ

ケ ズ リ

中 礫

糸日礫

糸田来立看少

少

多

多
茶 褐 色 良

甕
口径 179

頸径 142

外

内

擬凹線 6, ナデ
ナデ・指頭圧痕,ナデ

外

内

ハ イナ

ケ ズ リ
細粒砂 多 暗茶褐色 良

簑
口ぞ乙166

頸径 130

外 擬凹線 6, ナデ
内 ナデ。指頭圧痕,ナデ

内 ケズリ 微粒砂 少 赤 褐 色 良

7 甕
口径(182)

頸径(159)

外 擬凹線 8, ナデ
内 ナデ  , ナデ

内 ケズリ 微礫  多 橙   色 並

簑 口ぞ≧183
外 擬凹線 8, ナデ
内 ナデ

微礫  多 茶 褐 色
やや

不良

9 甕
口径(178)

頸径(150)

外 擬凹線 6, ナデ
内 ナデ  , ナデ

外

内 ケズリ
微礫  多 茶 褐 色 良

簑
口宅登 165

頸径 143

外 ハケ後ケズリ,ハケ
内 ケズリ , ケズリ

外

内

ケズリ

ケズ 1,
細礫

細粒砂

多

多 茶 褐 色 良

11 簑
口径(154)

頸径 (125)

外 ナデ  , ナデ
内 ナデ ,ナデ・ハケ 内 ケズリ

細粒砂 少

微粒砂 多
灰 褐 色 良

甕 口径  92
外 ヘラ磨き,赤彩
内 ヘラ磨き

細粒砂 月

微粒砂 月
灰 赤 色 良

底部 底径 18
外 ハケ

内 ケズリ

細礫

微礫

多

多 橙茶褐色 良

霊 口径 (226) 微礫  多 赤乳白色
やや

不良

高郭
外 ヘラ磨き

内 ヘラ磨き

細礫

中粒砂

多

少
明 褐 色 並
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第18図 80-6号住居跡出土土器実測図(S三 %)



図番号 器 種 さ
ａ
き
推
大

ｍｍ

口 頸
立
ロ

体
立
ロ

(躊 喜:) 胎   土 色   調 焼成

第18図

16 高郭 口径 117
外

内

ヘラ磨き,ヘラ磨き後ナデ
ヘラ磨き後ナデ

外

内

ヘラ磨き,

ハ ケ

微礫

微粒砂

多

多 橙 褐 色 良

高郭 裾径 103
外 イヽケ後荒いヘラ磨き

内 ナデ
微粒砂 少 灰茶褐色 良

器 台 裾径(107)
ケト ヘラ磨き,端ナデ,赤彩
内 ナデ

微粒砂 多 赤   色 良

器 台 裾径 121
外 ヘラ磨き

内 ケズリ後荒tヽヘラ磨き

微礫  少
細粒砂 少

橙 乳 色 良

蓋

つ まみ 50
ロ イ垂 120
暑ξ窄毒  66

外

内

荒いヘラケパリの後ナデか
ヘラケズリの後ナデか

中 礫

微 礫

微 粒 砂

微

多

多
暗 灰 色 良

(7)80-7号住居跡 (第 13図 )

調査区のほぼ中央西側に位置し、80-6号住居跡とは 7mを 隔てる。住居の中央部は南北に走

る近世の用水濤により切られている。胴の張る王子状に近い隅丸長方形の平面形を呈 し、相対壁

間は東西 6.4m、 南北推定 6.lmを 測 り、床面積31.8m2の 規模をもつ。壁高は最も高い西壁で20

Cmを 測る。壁滞は一部分において検出できた。主柱 4個、 Pl、 P2、 Pa、 P4が方形に配置され

Pl~P2間 2.4m、 Pl― P3間 26m、 P2~P4間 2.6m、 Pa一 P4間 24mを 浪Jる 。 またP5

は深さ 3 cmの浅い掘 り方をもち炭化物 (灰 )で埋まっていた。80-2号住居跡とほ,F同規格であ

る。覆土は上層が暗褐色粘質土、床面上に厚さ約 5 cm程度の地山混茶褐色土が堆積 していた。

土器は床面より第19図 4、 13、 P5よ り19、 P6よ り3が出土している。また釜形の蓋 10、 口径

46mmの 細い口縁部を持つ帝、11は 胎上、焼成が同じで、蓋の口径は42mmでセットである。

80-7号住居跡 出土土器観察表

図番号 器 種 大 き さ
mm(推定 )

口 頸
立
口

体
立
ロ

(儲 喜:) 胎   土 色   調 焼成

第 19図

1 甕
口径(248)

頸径 (217)

外

内

擬凹線11 ナデ
ナデ指頭圧痕ナデ(一部磨き)

外 ハケ

内 ケズリ

中礫  少
微礫  少 暗 灰 色

やや

不良

2 簑 口径 216
外 擬凹線10

内 ナデ 指頭圧痕
微礫  少
細粒砂 多

明 褐 色 良

甕 口径(172)
外

内

擬凹線12 ナデ
ナデ

細粒砂 多 明 褐 色 良

甕
口径 148

頸径 128

デ

デ

ナ

ナ

外

内

ナデ

ナデ

外

内

ケズリ

ケズリ

中 礫
イ救礫

糸田メこ二I「/」/N

多
多

多
暗 灰 色

や ヽ

不煤

甕
口ぞ登144

頸径 121
内 ナデか 内 ケズリ

大 礫

細 礫

細 た立砂

多
多

多
暗 灰 色 並 カ

甕
口径 133

頸径 118

外 ナデ   ナデ
内 ナデ   ナデ 内 ケズリ

細礫

細粒砂

多

多
橙 褐 色 並

甕
口径 130

頸径 89
外 ナデ   ナデ
内 ナデ   ナデ

外 ハケ

内 ケズリ

微粒砂

細粒砂

多

多
暗茶褐色 良
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第19図  80-7号住居跡実測図 (S=%)
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図番号 器 種 大 き さ 口 頸
立
ロ

体
立
ロ

(騎  喜:) 胎   土 色   調 焼成

第 19図

8 簑
口ぞ登 184

頸径 164

外

内

ナデか

ナデ   ナデ
外 ハケ

内 ケズリ

中 礫

系H乾驚

糸H,ぼ上

`少

多

多

多
橙 灰 色 並

9 霊

口径 132

頸径 107

外 ナデ   ナデ
内 ナデ   ナデ

微礫

細粒砂

少

少
橙 褐 色 良

蓋

つ まみ 径 23
口 径  42
雲肇儒毒  39

粒砂  少 赤 褐 色 良

霊

口径 46

月同ぞ登(154)

外 ヘラ磨きか

内 ヘラ磨きか 絞 り目
外

内

ヘラ磨きか

接合痕
細粒砂 微 赤 褐 色 良

高郭 口径 226
外

内

ヘラ磨き
ヘラ磨き

微礫

微粒砂

少

少
橙明褐色 良

高郭 口径 248
外

内

ヘラ磨き後ナデ
ヘラ磨き

細礫  少
細粒砂 少

灰茶褐色 良

高郭 裾径 76
外

内

ヘラ磨きか

ケズリの後ヘラ磨きか
細粒砂 少 淡灰褐色 良

高lTh 裾径 113
外

内

ハケ後ヘラ磨きか
ヘラ磨き

微粒砂 多 赤明褐色 良

高不 裾径 115
外

内

ヘラ磨き・透穴 4

ケズリ後ナデか

細礫

微粒砂

微

少
明 褐 色 良

高郭 裾径 96
外

内

ヘラ磨き

ケズリ後ナデ
細礫  少 褐  色 良

台付鉢
口 径

底 径

器 高

外 口唇 は ヘ ラ ケ ズ リに よ り面

取 り後 ナ デ ′ヽ ケ 後 ヘ ラ磨 き
へ、ラ 磨 き内

外 台部ナデ

内 台部は指頭ナデ

中礫

細粒砂

微

多 茶 褐 色
良

蓋
つまみ径 17

口径 75

細粒砂

微粒砂

多

少
灰 褐 色 並

(8)81-1号住居隊、 2号住居跡 (第 20図 )

調査区の西側に位置し、81-2号住居跡が1号倒吾跡より先に営なまれている。 また西側は、巾

約 3mの濤状遺構により削られている。 1号住居跡は一辺約 9mを 測る方形プランを呈 し、床面

積は推定81.9∬ である。壁高は東北壁30cm、 東南壁33cmを 測る。壁濤は深さ 3～ 5 Cm、 中10Cm～

15cmを 測り、東南部において検出しえた。主柱穴は Pl、 P2、 P3、 P4の 4個 と考えてお り、方

形に配置され、 4辺 とも4.7mを 測る。

調査時において床面を検出したところ 4個の主柱穴を方形状に囲み巾約80cmの 濤状の汚れが見

い出された。掘 り方は東南部において床面との差 3～ 5 Cmを 測るが、西北壁付近から西南壁にか

けて除々に深さを増し床面より30c甲 |こ 達 した。東南壁西より住居外に傾斜しながら伸びる濤状遺

構 と繋なろう。 P5内 には胴下半を失なった甕形土器 (第 21図、10)が 口縁を下にした状態で出

上した。炉は検出していない。

81-2号住居跡は西北壁と西南壁の一部を検出しているが、81-1号住居跡内に残存した壁濤

などよリー辺約 8.3mを 測る隅丸方形を呈するであろう。壁高は残存部で15Cmを 測 り、巾10cm深

さ10Cmの 壁濤が周っていたと思われる。床面は81-1号住居跡とほぼ同じ高さを測る。主柱穴は
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】i量駕色絡唇圭
(黒褐色粘質土含)

3.灰褐色粘質土
4.明灰褐色粘質土(地山混)
5.暗灰褐色粘質土
6.灰褐色粘質土(地山混)
7.暗褐色粘質土
8.明灰褐色粘質土
9,地山プロック

A2

第20図
~81-1号 ,81-汚住居跡実測図 (S=%)

0__   と     2ぃ







第21図  81-1号住居跡出土土器実測図(1)(S in/3)
Ocm
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も  34

第22図 81-1号住居跡出土土器実測図(2)(S=%)
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柵終

第23図  81-1号 住居跡出土土器実測図(0(濤内出土土器 )
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�

0          5         10Cm

第24図 81-2号住居跡出土土器実測図 (S=%)

P7、 P8、 P9、 P IOと 考えており、P7~P8間 4,7m、 P7~P9間 5.2m、 P8~P10間 5,3m、

P9-P iO間 5,2mを 狽1る 。

覆土は上層が暗褐色粘質上、下層茶褐色粘質土に分かれ、土層による両住居跡の切 り合い関係

の明確な判断は出来なかった。

81-1号住居跡の平面形内覆土より第21・ 22図 1～ 36(10を 除 く)の上器が出土している。ま

た濤状遺構内より第23図 37～ 49の上器が出土した。

81-2号住居跡からは第24図 1～ 5の上器が壁際より出上している。

81-1号住居跡 出土土器観察表

図番号 器 種 さ
定推

き

く
大

剛

口 頸
立
ロ

(僑 喜:) 月台   土 色  調 焼成

第21図

1 甕
口径 (356)

頸径 (309)

外

内

擬凹線7,日唇水平面取り

ナデ

外

内

ハケ・子巴手の痕跡

ケズリ

少
多
多砂

礫
礫
粒

中
微
細

橙黄褐色 良

甕
径

径

口

頸

外

内

擬凹線 8,ナデ
ナデ・指頭圧痕,ナ デ

外 ハケ,煤付着
内 ケズリ

少

多砂

礫

粒

細

細
褐   色 良

甕
口径 (222)

頸径 (189)

外 擬凹線 6,ナデ
内 ナデ・指頭圧痕,ケ ズリ 細礫  多 橙 褐 色 良



図番号 器 種 大 き さ 口 頸
立
Ｈ

体

(衝 喜:) 胎   土 色  調 焼成

第 21図

4 甕
口 径

頸径

外 擬凹線 6,ナデ
内 ナデ  ,ナ デ

外 ハケ

内 ケズリ

微礫

細粒砂

多

多 淡 褐 色 並

5 甕
口 径

顎径

外

内

擬凹線 3(浅い),ナ デ
ナデ  ,ケ ズリ

細 8_t

微 礫

細 粒 砂

少
多

多
褐  色 並

6 甕
口 径

頸径

外 擬凹線(数不明),ナデ
内 ナデ  ,ケ ズリ

中 礫  少
細 礫  少
微 粒 砂 多

淡灰褐色 良

7 甕
口径 (

頸径 (

56)

44)

外 ナデ・輪積痕,ナデ
内 ナデ  ,ケ ズリ

外 ハケ

内 ケズリ

糸田石槃    つ汝
微 礫  微
微 粒 砂 多

淡 褐 色 良

8 甕 口径 (160)
外

内

ナデ

ナデ

微礫

細粒砂

多

多 褐   色 良

9 甕 口径 142
外

内

ナデ

ナデ
細粒砂 多 橙乳褐色 良

甕
口径 152

頸径 125

外 ナデ , ナデ
内 ナデ , ナデ

外

内

ハケ調整後ナデ

ケズリ

糸田を驚    ど嚇
微 礫  多
細 粒 砂 少

淡 褐 色 良

甕
口ぞ乙152

頸径 125

外

内

口唇面取 り,ナデ
ロ唇肥厚,ナデ

内 ケズ リ
微礫  多
細粒砂 多

乳 褐 色 良

甕
口径 (141)

頸径 113

外 ナデ , ナデ
内 ナデ , ナデ

外

内

ナデ

ケズリ
細粒砂 多 乳 褐 色 良

甕
口径 124

頸径  95
外

内

接合痕と軽い指頭圧痕

ナデ
内 ケズリ 微礫  多

細粒砂 多
淡 褐 色 良

甕
口径 150

勁罠宅こ 127

外 ナデ , ハヶ
内 ナデ , ハケ

外 ハケ

内 ハケ
微礫

微粒砂

少

多
橙 褐 色 良

甕
口径 124

頸径 104

外 ナデ , ナデ
内 ナデ,ナデ・接合痕

中 礫

微 h4t

微 粒 砂

微
多
多
橙 褐 色 良

甕
口宅登 134

頸径 118

外 ナデ , ナデ
内 ナデ . ケズリ

微礫

微粒砂

少

多
暗 褐 色 良

第 22図

17 底部 底径  62
外 ハケ,底面ケズリ

内 ハケ
微礫  少
細粒砂 多

橙乳白色 良

底部 底径 130
外

内

ヘラ磨きイヒ粧土
ヘラ磨き,ナデ

中 礫  微
微 礫  多
細 粒 砂 多

茨 褐 色 良

底部 だミぞE  78
外 ケズリ,底ケズリ・ナデ

内 ハケ,ケ ズリ
微礫

微粒砂

微

多
橙 褐 色 良

底部 底径 44
外 ヘラ磨き

内 ハケ
細礫  少
細対砂 多

黒 褐 色 良

底 部 底径  24 外 ハケ
微礫

細粒砂

多

多
橙淡褐色 良

底部 だ量窄と  26
外 ハケ

内 ハケ
微礫

微粒砂

少

多
淡 褐 色 良

底部 底径 (66)
外

内

ハケ後ナデ

ナデ

微礫

微粒砂

多

多 褐   色 良

鉢
口径 (158)

頸径 (129)

細粒砂

微粒砂

少

多
黄 橙 色 不良

高郭 口径 (170)
外

内

ヘラ磨き
ヘラ磨き

細粒砂

微粒砂

少

微
橙 褐 色 良
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図番号 器 種 大
ｍｍ

き さ
(推定)

口 頸
圭
ロ

体
立
ロ

(僑 喜骨)
胎   土 色  調 焼成

第 22図

26 高郭
外 rTh七宅著hに 与疑凹 瑶盈5
き ざ み ロ  ヘ ラ

'審
き

ヘ ラ 磨 き内

細粒砂

微粒砂

微

多
赤 褐 色 良

高郭 口径 126
外 ヘ ラ 磨 き  擬 凹 線
き ざ み 目

内 ― ラ
'蓉
き か

細礫

細粒砂

少

多 赤 褐 色 並

器 台 口雀宝 78 微粒砂 多 橙 褐 色 良

器 台 口径  80 微粒砂 多 橙 褐 色 良

高郭 μ羽定と  33 細礫  少
微粒砂 多

赤 褐 色 不良

器 台 裾径 112
外

内

ヘラ磨き

ケズリ後ナデ

微 礫

細 粒 砂

微 粒 砂

少
多

多
橙 褐 色 良

高杯 裾径 164
外

内

ヘラ磨き

ナデ 細粒砂 多 赤 禍 色 並

台付鉢 底径 58
外
内
ヘ ラ 磨 き 絞 り 目
ヘ ラ 磨 き

端 部 面 取 り
微粒砂 多 淡赤褐色 良

蓋

口 径 101
つ まみ径 37
君子語毒  45

外 つ ま み 部 ナ デ  ハ ケ
板 状 工 具 ナ デ

内 ケ ズ リ 端 都 は ヘ ラ 磨 き

微礫

細粒砂

多

多 淡黄橙色 良

蓋 つまみ径 25
外

内

細かいヘラ磨 き

ナデ
微粒砂 多 橙 褐 色 良

蓋 つまみ径 18 微礫

細粒砂

多

多 橙乳褐色 並

81-1号住居跡溝内出土土器

図番号 器 種 大 き さ
mm(推定)

口 頸
立
Ｈ

体
立
ロ

(f轟   喜【)
胎   土 色  調 焼成

第 23図

37 甕
口径 156

頸径 130

外 擬凹線 6

内 ナデ ナデ
外 ハケ

内 ケズリ

細粒砂

微粒砂

微

多
橙乳自色 並

甕
口 径 132

頸径 109

外 擬凹線 8

内 ナデ ナデ
外 ハケ 多

多礫
陸
微

細
淡赤褐色 不 良

甕
口径 158

頸径 140

外 擬凹線 7 ナデ
内 ナデ

外

内

ハケ

ケズリ

細粒砂 多

微粒砂 多
黒 褐 色 並

甕
口径 (194)

頸径 (158)

外 ナデ ナデ
内 ナデ ナデ

外 ハケ

内 ケズリ

少
多
多

礫
勘
勒

微
細
微

乳 褐 色 良

41 甕

口 径 1

頸

外 ナデ ナデ
内 ナデ ナデ

外 ハケ

内 ケズリ

細粒砂 少

微粒砂 多
橙乳褐色 良

甕
口径 176 外

内

ナデ

ナデ

細礫  少
細粒砂 少
微 粒砂 多

乳 褐 色 並

霊

径
径
径

口
頸
胴

外 ナデ ナデ
内 ナデ ナデ

外 ハケ

内 ハケ指頭によるナデ

4知築  多
細粒砂 多

橙 褐 色 良

44 宝
頸径 (12o) 外

内

ハケ

ナデの上ハケ

外

内

ハイナ

ナデの上ハケ

少
多
夕

籐
ω
勒

橙 褐 色 良

45 底部
底径 50 外

内

底面ケズリ

ケズリ

少

多礫勘
細

細
黒 褐 色 良
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図番号 器 種 さ
０
き
帷
大

ｍｍ
ロ 頸 部

体 部

(看蓋  喜【)
胎   土 色  調 焼成

第 23図

46 高lTh
外 ヘラ磨 きか 煤付着 細粒砂 少

微粒砂 多
橙淡褐色 良

払即
ム
ロ

装
器
受部径150

柱状部径34 告

`ヲ

牽議騨 長合
外

内
裾部透穴4ヘラ磨き
柱状部ナデ 裾部
ハケ

細粒砂 微

微粒砂 多
橙乳白色 良

器 台
外 ハケの上よリヘラ磨
き
内 ケズリ輪積痕 絞り目

微粒砂 多
褐  色 良

高杯
口径 (1661 外 体部 の境 きざみ 目

ヘ ラ
磨 き 赤彩
内 ヘ ラ磨 きか

少

多籐胸
淡黄褐色 良

81-2号住居跡出土土器観察表

図番号 器 種 大 き さ
mm(推定 )

立
ロ頸□

(僑 難)

立
Ｈ体
胎   土 色  調 焼成

第 24図

1 甕 頸径 170
外 擬凹線 8ナデ
内 ナデ 指頭圧痕 ナデ

外 ハケ

内 ケズリ

粗粒砂 多

中粒砂 多
淡 褐 色 良

2 甕
口径 188

頸径 163

外 擬凹線12 ナデ
内 ナデ 指頭圧痕 ナデ

細礫  微
微礫  多
細粒砂 多

橙淡褐色 良

3 養
口径 150

頸径 132

外 ナデ ナデ
内 ナデ ナデ

ハケ後ケズリ

ケズリ

外

内

微礫  少
細粒砂 多

黒 褐 色 良

4 甕
口径 152

頸径 126

外 国唇部面取 リ ハケ ハウ

内 ハケか

外 ハケ 煤付着
内 ハケか

細礫  少
細粒砂 多

黄 橙 色 良

5 霊

日径 (朽0)

頸径 94
外上半ハケの上ナデ下半ハケナデ

内 ハケ ハケ
外

内

ハケ きざみ入り凸帯

ケズリ後ナデ

微礫  少
微粒砂 多

灰 褐 色 良

(9)82-1号住居跡 (第 25図 )

調査区のほぼ中央東側に位置し、長辺 6m、 短辺 5.3mの隅丸長方形を呈する。床面積は66.4

∬を測る。壁高は床面より20cmを 測 り、巾 5 cm程度、深さ15Cmの壁濤が周る。主柱穴は Pl、 P2

P3、 P4はほぼ方形に、Pl― P2問 2.6m、 Pl― P3間 2.4m、 P2~P4間 2.4m、 P3~P4間

2.6mで配置される。このP2~P4間内側に 2段掘 りの特殊ピットP5が位置し、南に80Cm離れ

同様な P7が位置する。 P5は長辺 130 Cm、 短辺75cmの 長方形の平面内に長軸68Cm短軸45Cmの楕円

状にピットが掘られる。fx/部は深さ 7 cm～ locm、 ピット部は床面より深さ22cmを 測る。 P7は両

脇に段部を持つ長軸 100 cm、 短軸74cmの楕円形を呈し、深さは床面より段部 8 cm、 ピット部25Cm

を測る。また、P6と P7は 巾52cmの掘 り込みで結ばれこの中にはP7へ と傾斜する濤をもつ。焼

土は検出されなかったが P5は炭化物が堆積していた。床面は西北の方向に緩 く傾 き貼 り床がな

されている。非常に固く締った厚さ l Cm～ 2 cmの層をもち、地山は床面下約100m(平均 )に位置

する。覆土は床面より暗褐色粘質土、灰褐色粘質上が堆積し、上層中央部には地山混責灰色上が

員とうけら才とる。

土器は床面より、第26図 1、 2、 6、 第27図 16、 20、 P6よ り第26図 7、 第27図 14が出土して

いる。
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Э       cm

' |(8第27図 82-1号住居跡出土土器実測図(2)(S=1/3)

82-1号住土器観察表

図番号 器 種 大 き さ
mm(推定)

頸
立
ロ口

体 部

(喬 獣)
胎   土 色  調 焼成

第 26図

1 甕

口ぞと 196
頸径  152
月同径  223
だミ宅登  20
君ξ拝
= 256

外 擬凹線 9 ナデ
内 ナデ 指頭圧痕 ナデ

外

内

″ヽイナ

ケズリ下半はケズリ

上げ

微礫  多
細粒砂 多

微粒砂 多

橙乳白色 良

2 甕

口宅こ 195
勁罠宅≧ 158
月同准壬 205
底径   18
器 高 (242)

外 擬凹線 9 ナデ
内 ナデ ハケ状具

外 ハケ

内 ていねいなケズリ上

げ

細礫  多
細粒砂 多 橙 褐 色 良

3 甕
口径

頸径

外

内

擬凹線 7 ナデ
ナデ ハケ状工具

細礫  多 灰 褐 色 良

4 甕
口 径

頸径

外 擬凹線 8か ナデ
内 ナデ ナデ

微礫  少
微粒砂 多

乳 褐 色 不 良

5 甕
口 径

頸径

外 擬凹線 7 ナデ
内 ナデ ハケ

微礫  少
微粒砂 少

褐   色 良

6 甕

径
径
径
径
高

口
頸
胴
底
器

外 擬凹線 8 ナデ
内 ナデ 指頭圧痕 ナデ

外 ハケ 煤付着
内 ケズリ下半はケズリ

上げ

微礫  多
細粒砂 夕 黄 橙 色 良

7 甕
口径 193

頸径 156

外 擬凹線 7 ナデ
内 ナデ 指頭圧痕 ケズリ

外 ハケ

内 ケズリ

微

多

礫

礫

大

綱
橙 褐 色 並

8 甕
口径 126

頸径 102

外 ナデ ナデ
内 ナデ ハケ状具 礫

勒
榊
微 橙 褐 色 良

9 甕
口径 120

頸径 88
外 ナデ

内 ナデ

デ

ズ

ナ

ケ

夕

多礫
勘
傲
微 赤 褐 色 不 良

第27図

10 底部
Σミぞ登 100 外

内

ケズリ

ケズリ

多

多礫
勘
微

細
乳 褐 色 良
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図番号 器 種 大 き さ
mm(推定 )

□ 頸
立
ロ

体
立
ロ

(編爵  喜【)
胎   土 色  調 焼 成

第 27図

11 底部
芝烏宅L  40 外

内

ハケ ヘラ磨き
ハケ ナデ

微粒砂 多
茶 褐 色 並

底部
底径 24 外

内

ハケ 底面ケズリ

ケズリ(指頭 )

細礫  多
微粒砂 多

暗灰褐色 良

器 台
口径 211 外 ヘラ磨きか 赤彩痕

内 ヘラ磨きか 赤彩痕
微礫  多
細粒砂 多

橙 褐 色
や
良
や
不

14 高杯
裾径 125 外

内

ヘラ磨 き

ケズリハケ後ナデ

細礫  少
微粒砂 少

橙 褐 色 良

器 台
裾径 153 外

内

ヘラ磨 き

ケズリ後ナデ

糸田形整   多歩
糸田粒砂  少
微 粒砂 少

明橙褐色 良

器台
外 ヘ ラ磨 き
透 穴 2完 通せ ず
ケ ズ リ内

微粒砂 多
淡橙褐色 良

高杯
外 ヘラ磨き透穴4か

内 ナデ

細礫  少
微粒砂 多

乳 褐 色 良

器 台
中礫  少
細礫  少
微 粒砂 多

明橙褐色 良

高不か
口径  93 外 ヘラ磨き

内 ヘラ磨き後ナデ

微簾  少
微粒砂 少

明 褐 色 良

蓋

つまみ径 4C
口窄と  96
呂争梓毒  43

外

内

ヘラ磨き
ヘラ磨き

中礫  少
眸́針羽ギZ

淡 褐 色 良

10 82-2号住居LII(第 25図 )

調査区の北側に位置し、平面形は胴の張る隅丸方形を呈 し、北壁―南壁間 7.5m、 東壁―西壁

間 3mを 測る。床面積は49.6m2である。一部耕作により削られているが、壁高は15cm～ 20cmを 測

る。巾約10cm、 深さ 5～ 8 cmの壁濤が周る。主柱穴は Pl、 P2、 P3、 P4が 4個台形状に配置さ

れ、Pl― P2間 3.2m、 Pl― P3間 3.15m、 P2~P4間 3.65れ 、P3~P4間 3.45mを測る。方形
に配置された P7～ P10は 住居出入口を示そう。P7 ・ P9は北壁外へそれぞれ 1.4m、 1.25m

離れ、P8 °P IOは 堅穴内に位置する。P7~P8間 2.2m、 P7~P9間 2.lm、 P8~P10間 2.1
m、 P9-P10間 2.lmを 測る。南側主柱穴 P2~P4間 内側に 2段掘 りの特殊ピットが位置する。
長辺 128 cm、 短辺86cm、 深さ 8 cm～ locmの長方形プランを持つ 1段 目と長軸82cm、 短軸50cm、 深

さ床面より33cmの 楕円形プランの 2段 目を持つ。焼土は発見していないが、径鉤帥深さ7cmの浅い

P5に は炭化物 と灰で埋まり付近の床面には炭化物が分布 していた。また主柱に囲まれる区域は

固く締っていた。この住居跡も80-3号住居跡同様床面に隅九方形を呈する平面形が現われた。

各壁より内側に約70cm入いり、住居プランと同心である。この区画内に貼 り床が施こされている。

この貼 り床 (厚 さ 2～ 3 cm)を はずすと、ごく薄い黒褐色粘質土が現われこの下に、固く締った

床 と思われる面を検出した。また区画端部を周る中約20cm深さ 5 Cm～ locmの 壁濤と思われる濤を

検出した。これらより、この住居跡はプラン拡張による建て替えと判断した。また新たに柱穴等

は検出されず、建て替え時には住居必要施設である主柱穴は再利用され、 P8~P iOも 旧プラン内
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第29図 82-2号住居跡出土土器実測図(動 (S=1/3)

に位置することから同様 と思われる。

土器は、床面より第28図 4、 5、 7(完形 )8、 9、 10、 第29図 17、 18、 20、 21、 24、 25が出
上し、 8は床に くい込んでいた。二段掘 りの P6よ り第28図 1、 この段部より14が出土した。

82-2号住居跡土器観察表

図番号 器 種 大 き さ
mm(推定 )

口 頸
立
ロ

体
立
ロ

(編爵  喜骨)
胎   土 色  調 焼成

第 28図

1 甕
口 径

頸径

外

内

擬凹線 7

ナデ 指頭圧痕 ナデ 内 ケズ リ

多

多礫
鯵

褐   色 良

2 甕
径

径
口
頸

外

内

擬凹線 6ナデ
ナデ ナデ

外

内

ハ イア

ケズ リ

多
多
多
礫勘勘
細
細
微

淡 灰 色 良

3 甕
９

４

径

径
口
頸

外 擬凹線 6 ナデ
内 ナデ ナデ

外

内

ハイナ

ケズリ

多

多礫
勘
細

細 橙 褐 色 良

4 甕
口宅登135

頸径 94
外 擬凹線 8 ナデ
内 ナデ ハケ後ナデ 内 ヶズ リ

多

少礫勘
細

微
乳 白 色 良
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図番号 器 種 大 き さ
mm(推定 )

口 頸
立
ロ

体
立
画

(娠爵  喜:)
胎   土 色  調 焼成

第 28図

5 甕

径

径

日

頸

外 擬凹線 5 ナデ
内 ナデ ナデ 内 ケズリ

細礫   多
微礫   多
微粒砂  多

橙 褐 色 良

6 甕
径

径

口

頸

外

内

擬凹線 5

ナデ

外

内

ハイア

ケズ リ

多

多籐陶
橙 褐 色 良

7 甕

山TL
頸径
】同そ登

底径
器高

外 ナデ ナデ
内 ナデ ハケ

外

内

ハケ 全体美しい

ケズリ後ナデ

少

多籐胸
乳 褐 色 良

8 霊
径

径
口
頸

110

92

外

内

ナデ ナデ
ナデ ハケ後ナデ 内 ケズリ

多

多鰈胸
灰乳褐色

やや
不良

9 笙
径

径
口
頸

外 面取 リ ナデ ナデ

内 ナデ ナデ
外

内

ハ イナ

荒 いケズ リ

細礫  多
淡茶褐色 良

底部
底径 30 外

内

ハケ 底面ナデ
ケズリ上げ

細礫  多
微粒砂 多 淡茶褐色 良

底苦Ь
底径  18 外

内

ハケ ケズリ
ケズリ

少

多鰈脚
黒 褐 色 良

底部
底径 13 外 ハケ

内 ケズリ

中礫  多
橙 褐 色 良

底部
底径 65 外

内

ケズリ後ナデか底面

ケズリ  ケズリ
細粒砂 多

暗 灰 色 良

高杯
口窄と225

杯高 (75)

外

内

ヘラ磨きか(一部ハケが見
ヘラ磨 きか   える)

微 礫   少
細礫   少
微粒 砂  多

赤乳白色 良

高必
口径 210

不高 (72)

外 ヘラ磨きか 赤彩痕

内 ヘラ磨きか 赤彩痕
少

多鰈陶
淡 褐 色 良

高杯か
口径 167 外 ヘラ磨き 赤彩痕

内 ヘラ磨き

細粒砂 多
赤乳褐色 良

第29図

17 装飾
器台

口ぞE 176
受吉卜径153
垂下都径 146

外

内

ヘラ磨き涙滴形透穴8(4組 )
ヘラ磨き

多

多僻脚
乳 褐 色 良

装飾
器台
受部径 142 外 ヘラ磨き涙滴形透穴8(4組 )

内 ヘラ磨き    赤彩
外 ヘラ磨き 透穴 4

内 ナデ

少

多鰈脚
紅  色 良

装飾
器台

口宅こ 150 外 ヘラ磨き 赤彩
内 ヘラ磨き 赤彩

多

多鰈願
紅  色 やや

不良

器 台
裾径 130 外 ′ヽ ケ後 ヘ ラ磨 き

端部 板 状工 具 ナ ブ
ハ ケ後 ナ デ内

少

多鰈醐
乳 褐 色 良

高杯
外

内

ヘラ磨 き
ハケ後ナデ

多

多鰈
鰈

乳 褐 色 良

器 台
外

内

ヘラ磨き

ケズリ後ナデ

少

多鰈胸
淡 褐 色 良

蓋か
径

高

口

器

外 ハケ後 荒いヘラ磨き

内 ハケ後 ナデ

微粒砂 多
橙 褐 色 良

蓋
つまみ径48 外

内

ヘラ磨き
ヘラ磨き

多

少鰈動
橙乎L白色 良

小型
土器

:同花登 78
外 ヘラ磨き 赤彩
内 ケズリナデ(指頭 )

細礫  多
淡 紅 色 良
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90 82-3号住居跡 (第 30図 )

調査区北東に位置し82-2号住居跡とは 2.3m隔てる。不整な隅丸方形プランを呈し、東南隅

は約 160度 に開き、北壁―南壁間 5.3m、 東壁―西壁間 6.3m、 を測り床面積29.8m2である。住

居東南部約%は礫層を掘り込んだもので、不整プランはこの影響かもしれない。壁高は北壁23Cm

南壁12cm～ 16cmを測る。壁濤は中10cm、 深さ 5 cm～ 7 cmを 測り、北東の一部を除き壁内側に周る。

主柱穴、Pl― P2~P3~P4は 南にかたより長方形に配置される。Pl― P2間 2.35m、 Pl― P3

間2.85m、 P2~P4間 2.7m、 P3~P4間 1.95mを 測る。80-3・ 82-1・ 82-2号住居跡と同

様に南恨I柱穴間の内側に 2段掘りの特殊ピットを有する。長辺91cm、 短辺62cm、 深さ10Cmの 1段

目をもち、この中央に長軸64cm、 短軸42cnの精円形を呈す床面からの深さ30cmを 測るピットが掘

られている。焼土は確認していないが、炭化物の推積する径約30cm、 深さ10cmの P5、 P6を検出

した。床面は礫層の影響を受け、レベル差15cmで西に傾斜している。

覆土は床面真上まで多くの礫と土器を含む茶褐色粘質上である。

土器は床面より1、 16、 19、 34、 39、 40、 43、 44、 45が、覆上下層からは、 2、 6、 8、 9、

10、 15、 17、 20、 23、 48が出上した。

32-3号住居跡出土土器観察表

図番号 器 種 大 き さ
れm(推定 )

ロ 頸 都
体

立
ロ

(腐 載) 胎   土 色  調 焼成

第 31図

1 甕
径

径
口
頸

外 擬凹線 7 ナデ
内 ナデ ハケ

外

内

ハイナ

ケズ リ

少

多

礫

礫

中

細
茶 褐 色 良

変
８

６

径

径
口
頸

外 擬凹線 5 ナデ
内 ナデ 指頭圧痕 ナデ

外 ハケ

内 ケズリ

多

多礫
鯵
細

細
橙 褐 色 良

甕

径
径
径

口
頸
胴

外 擬凹線 8 ナデ
内 ナデ 指頭圧頭 ハケ

外 ハケ

内 ケズリ

多

多鰈動
橙 褐 色 良

養

８
５
１

径
径
径

口
頸
胴

外 擬凹線 8 ナデ
内 ナデ ナデ

外 ハケ

内 ケズリ

多

多砂

礫

礫

細

細
黒  色 良

甕
径

径
口
頸

外 擬凹線 7 ナデ
内 ナデ ハケ

外 ハケ

内 ケズリ

多

多礫勘
細

細
灰 褐 色 良

甕
径

径
口
頸

外 擬凹線 6 ナデ
内 ナデ ナデ 内 ケズリ

少

多韓鰈
灰 褐 色 良

7 変
０

４

径

径
口
頸

外 ナデ ナデ
内
蓬語牌

板状工具か)ナデ
外

内

ハケ後ナデ
ヘラ磨き

多

少
籐
輯

明灰褐色 良

8 奏
８

８

径

径
口
頸

外

内

ナデ ナデ
ナデ(上 部 板状工具か汁デ

少

少鰈籐
橙 褐 色 良

甕
口径 152

頸微 90
外 ナデ

内 ナデ

デ

デ

ナ

ナ 内 ケズリ

多

多鰈鵬
淡 紅 色

やや
不良

士空

口 雀

頸径
外 擬凹線 12ナデ
内 ナデ ナデ

外

内

ハケ

ケズ リ

中礫  少
細礫  多
微粒砂 多

淡 橙 色 良

第 32図

11 甕

H金

頸径
外 ナデ ナデ
内 ナデ ハケ

外

内

ハ ケ

ケズ リ

多

多礫勘
細

細
明 褐 色 良

宝

口 俊 Zυυ

頸径 (225)
外

内

ナデ ハケ
ハケ後ナデ

少
多

少

礫

礫

勘

中

細

細
赤茶褐色 良
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図番号 器 種 大 き さ
mm(推定)

口 頸
立
ロ

体体    部
(編訴  喜程)

胎   土 色   調 焼成

第 32図

甕
(小型 )

四てと 上66

頸径 114
外 擬凹線 5 ナデ
内 ヘラ磨き ナデ ハケ 内 ヘラ磨 き

率田形整
微礫
微粒砂

多
多
多
茶 褐 色 良

甕
(4ヽ型)

口花登 140

頸径 109

】同宅登 135

底径 17
器高 150

外 擬凹線 9 ナデ
内 ナデ ナデ

外

内

ハケ 底面ケズリ

ケズリ
微礁  多 黒 褐 色 良

甕
(小型)

径
径
径

口
頸
胴

外

内

ナデ ナデ
ヘラ磨き ヘラ磨き 待夢|:こぅヽケの上ヘラ墨

中礫

細粒砂

多

多 灰 褐 色 良

甕
(小型)

径
径
径

口
頸
胴

外 擬凹線2ヘラ磨きヘラ磨き

内ヘラ磨き ヘラ磨き
外

内

ヘラ磨き
ヘラ磨き

細礫  少
細粒砂 少

橙 褐 色 良

甕
樫

径
径
径
高

口
頸
胴
器

外擬凹線をヘラ磨きて消すヘラ磨

内 ヘラ磨き      き
外 ヘラ磨き

内 下半ハケ底ケズリ

多
多
多
礫礫勘
細
微
微

淡茶褐色 良

甕
(小型)

径
径
高

口
頸
器

外 ナデ ナデ 赤彩

内 ヘラ磨き(一部ナデ)ナデ

外

内

ヘラ磨き(胴 )赤彩

ナデ(指頭 )

細礫  少
微粒礫 少

淡 紅 色 良

筑
(つくn

径
径
高

口
底
器

外

内

ナデ(指頭 )か

ナデ(指頭 )か

微礫  少
微粒砂 少

紅 褐 色
やや
不良

筑

径
径
高

口
底
器

119
48
67

外

内

ヘラ磨き(細 い )
ヘラ磨き(細 い )

中礫
細礫
細粒砂

少
多
多
明 褐 色 良

台付甕
口 径

頸径
胴径
台底径
器高

外 ナデ ナデ
内 ナデ ナデ

外 ハヶ 台基部 ケズリ後
ナデ 台部 ハク
ケズリ台部 ハケ内

中礫  多
細礫  少
細粒砂 少

橙 褐 色 良

鉢
口宅登 180

器高 (113)

外 ハケ (摩耗著しい)

内 ケズリか

細礫

細粒砂

多

多 褐   色
やや
不良

塊

口径
底径
器 高

外

内

ハケ後ヘラ磨きか

ナデか

外

内

ハケ後ヘラ磨キか

ケズリ

少

多

礫

礫

中

細
橙 褐 色 良

第 33図

24 高邦
口ぞ登248 外

内

ヘラ磨き
ヘラ磨き

細礫  少
橙 褐 色 良

高郷
裾径 128

脚高 100

外 ヘラ磨き 裾 ヘラ磨
き後ナデ 透穴 3
ケ ズ リ 裾 ナデ内

中礫  少
微粒砂 多

明 褐 色 良

高邦
裾径

脚高

外 ヘラ磨きヘラ磨き

内環委

'ハ

ケ後ナデ
細礫  少
微粒砂 多

橙 褐 色 良

高杯
裾径 104

脚高 60
外 全面ハケ後ヘラ磨き

内 ケズリ裾 ハケ

細礫  少
微粒砂 多

橙 褐 色 良

高郭
裾径 122 外毯更全

ラ磨き
内 ハケ端部 ナデ 微粒砂 多

橙 褐 色 良

高邦
裾径 136 外全量毎拳沖

部板状
内 ヘラ磨き

微礫  多
微粒砂 多

淡茶褐色 良

高杯
外 ヘラ磨き 透穴 3

内 ケズリ裾部 ハケ

微礫  少
微粒砂 多

橙 褐 色 良

高杯
外 ヘラ磨き

内 ケズリ後 ヘラ磨き

少

少
藤
靱
細

微
橙 褐 色 良

高郭
外

内

ヘラ磨き(ハケ跡)

ケズリ ハケ
細礫  少
微粒砂 少

淡 褐 色 良

-65-



図番号 器 種 大 き さ
mm(推定)

口 頸
立
Ｈ

体 部

皓寿 喜D 胎   土 色  調 焼成

第 33図

底部
底径 23 外

内

ハヶ

ケズ リ上げ

多

多礫
勘

灰茶褐色 良

34 底部
底径 30 外

内

ハィナ

ケズ リ

多

多礫
彬
微

微
茶 褐 色 良

底部
底径 外

内

ハイナ

ケズリ

多

少礫勘

岡

田
灰 褐 色 良

36 底部
底径 (20) 外 ヘラ磨き,ナデ,煤付着

内 ナデ(指頭 )

多

多礫勒
細

微
橙 褐 色 良

底都
底径 30 外

内

ハケ 底面ケズリ

ケズリ

微礫  多
灰 褐 色 良

38 底部 底径
外

内

ハケ 底面 ケズリ

ケズリ

多

多礫
彬
細

細
茶 褐 色 良

底部
涯章宅E  24 外

内

ハケ 底面 ハケ

ケズリ後ナデか

多

多籐醐
茶 褐 色 良

装飾
器台

口宅登 182
受部径 159
垂下部径 156

外 ヘラ磨き 涙滴形透穴12

内 ヘラ磨き   (6組 )

外 休底部 ヘラ磨き
後ナデ

細礫  少
橙 褐 色 良

猛即
ムロ

装
器
受部径147 外

ヘラ磨 き 垂下部擬凹
線9 上下きざみ E
ヘラ磨き垂下部ハケ後ナデ内

細粒砂 多

微粒砂 笏
橙赤褐色 良

42 蓋

つまみ径 41
回奮& 155
器高   52

外 ヘラ磨 き

内 ヘラ磨き(ハケ跡 )

少

多礫勒
細

微
橙 褐 色 良

蓋
つまみ径 38
口雀& 112
器高   52

外 ヘ ラ磨 き
内 上部 ケズリ後ナデ 下部
ハケ後ヘラ磨き

多

多勒勘
細

微
明 褐 色 良

44 蓋

つまみ径 14
口径  ■6
器 高   40

多

多靱籐
橙 褐 色

やや
不良

蓋

径

均唯綿

外

内

ハケ後ヘラ磨 き
ハケ後ヘラ磨 き

少

少深鬱
微

微
灰 褐 色 良

蓋
⑭
‐０４
３９

径

”唯綿

外

内

ヘラ磨 き
ヘラ磨きか

大礫  少
細を整   多
微粒砂 多

淡灰褐色
や
良
や
不

蓋

つまみ径 28
口宅猛  89
君争≠子  38

外

内

ヘラ磨き(荒い )
ヘラ磨き(荒い )

少

少
多

離

韓

籐
灰乳褐色 良

48 蓋
つ まみ径
42
外 ヘラ磨き

内 ケズリ後ナデか

多

少礫勒
細

微
明橙褐色 良

GD 82-4号住居跡 (第 30図 )

調査区中央東側に位置し、東河道跡推定肩部より約 6m離れる。平面形は隅丸方形を呈 し、長

辺 4.6m、 短辺 4.2mを 測る。壁高は27cm～ 30cmを 測 り、中 8 cm～ locm深 さ10Cmの壁濤が西北の

一部を残し、ところどころ途切れながらも壁内を周る。主柱穴は Pl、 P2、 P3、 P44個 が、Pl
~P2間 1.84m、 Pl― P3間 1.58m、 P2~P4間 1.64m、 P3~P4間 1,8mの各辺をもつ方形に配

置される。長軸66cm、 短軸52cm、 深さ13cmを 測る P5は住居の中心に位置し、炭化物が堆積 して

いた。東南壁際中央部に 2段掘 りの特殊ピット P。 が位置する。 1段 目は不整形を呈 し深さ 5 cm
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第35図 82-4号住E跡出土土器実測図(2)(S三 %)

を測り、 2段 目は長軸60cm、 短軸40cmの楕円形で深さ床面より15cmである。床面は平担で、主柱

方形内は回く締っていた。

覆土は基本として 3層に分かれ、上層より灰褐色粘質土、褐色粘質上、暗褐色粘質上で床面に

至る。

上器は第34図 3、 8、 9を 除き床面上で検出し、同図 1、 2、 7は二段掘りのP6よ り出土し
た。 2、 5、 6、 7、 10、 11、 15は完形である。

82-4号住居跡出土土器観察表

図番号 器 種 大 き さ
nul(推定)

ロ 頸
立
ロ

体
立
ロ

(躊 載) 胎   土 色   調 焼成

第 34図

1 甕
口ぞと225

頸径 196
外 擬凹線10 ナデ
内 ナデ 指頭圧痕 ナデ

外

内

ハケ

ケズリ

多

多礫
勒
細

細
茶 褐 色 良

甕

唯
雛
雁
雖
縞

外 ナデ ナデ
内 ナデ ハケ後ナデ

外

内

ハケ 底面ケズリ

ケズリ

夫礫  多
細礫  多
細粒砂 多

橙茶褐色 良

霊 唯
監

外

内

ナデ ナデ
ナデ ケズリ

外 ハケ

内 ケズリ

少

多鰈陶
橙 褐 色 良

甕 唯
監

外

内

ハケ後ヘラ磨きヘラ磨き
ヘラ磨き ハケ

細礫  多
橙 褐 色 良

甕

口径 130

斃 108

月同催E 136
離   16
絡  139

外 擬凹線 8 ナデ
内 ナデ ナデ

外

内

ハケ 底面ケズリ

ケズリ

多

多期鰈 茶 褐 色 良

甕
(小型 )

唯
斃
隧
雌
縞

128

116

133

18

133

外 ヘラ磨き ヘラ磨 き
内 ヘラ磨き(荒い )
ヘラ磨き(荒い )

外

内

ハケ後ヘラ磨き(荒い

ケズリ

中礫  多
細粒砂 多

微粒砂 多
淡茶褐色 良
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図番号 器 種 大 き さ
mm(推定 )

日 頸 部
体 部

(儲 繋)
胎  土 色  調 焼成

第34図

7 甕
(J、型)

口径
頸径
胴径

底径
器高

外 ナデ ナデ
内 ナデ ナデ

外 ハケ

内 ケズリ

細礫  多
微礫  少
中礫  多

灰 褐 色 良

底都
底径 28 外

内

ハケ 底面ケズリ

ケズリ

微礫  多
微粒砂 多

茶 褐 色 良

底部
Σミ宅と  20 外

内

ハケ 底面ケズリ

ナデ(指頭 )

細粒砂 多
淡茶褐色 良

高杯

口径 194

序゙宅登  67

裾径 100

器高 148

外

内

ヘラ磨き

ヘラ磨き

外

内

ヘラ磨き

ケズリ後ナデ

中礫  少
細粒砂 多

橙 褐 色 良

高杯

口径 155

脚径 30
裾径 83
器高 115

外

内

ハケ後ヘラ磨き(ハケ跡
ハケ後ヘラ磨 き(ハ ケ跡

外

内

ハケ後ヘラ磨 き

ナデ

少

少礫勘
中

細
橙茶褐色 良

第35図

12 高杯
口宅と268 外

内

ハケ後ヘラ磨き(ハケ跡)
ヘラ磨き(ていねい )

微礫  少
微粒砂 少

淡 褐 色 良

高郭
口径 155 外

内

ハケ後ヘラ磨き(荒い)
ハケ後ヘラ磨き(荒い)

少

多線僻
橙茶褐色 良

高邦か
裾径 110 外

内

ヘラ磨き

ナデ

微礫  少
茶 褐 色 良

塊 か

口宅E 100
台宅と  38
号
=干
寺  67

外

内

ヘラ磨き
ヘラ磨き

外 底面ケズリ 微礫  少
橙 褐 色 良

坑
口径 117 外

内

ナデ ヘラ磨きか
ヘラ磨き

微礫  少
灰 褐 色 良

10 83-1号住居跡 (第 36図 )

調査区の西南部に位置し、31-1号住居跡とは 2mを 隔てる。長辺 6.7m短辺 6.2mを 測 り、

床面積37.7m2の平面方形を呈する住居を同心に縮刻ヽ して建て替えており、縮小された住居は長辺

6m、 短辺 5。 7m、 床面積31.9∬ を測る。このため床面の高さの違い (15Cm)に より巾15cm～ 30

Cmの段状部分を持つ検出状態となった。新住居では巾15cm～ 20cm、 深さ 6 cm～ locmの壁濤が周る。

主柱穴 Pと、 P2、 P3、 P4が Pl~P2間 3.8m、 Pl― P3間 3.4m、 P2~P4間 3.6m、 P3~
P4間 3.95mを 測り長方形に配置される。 P5は 2段掘 りがされており1段 日は62cm、 長辺 を壁

と平行にもち、短辺40cm、 深さ 5 cmの長方形状を呈 し、この内側に径30cm深 さ床面より20cmの ピ

ットを有する。 P6は深さ 6 cmの浅い掘 り込みで、 P7か らは高不が出上している。床面は平担

で中央直径 2.4mの円形状に貼り床が施こされ固くしまっている。

覆土は基本的に 2層に分かれ、上層黒色粘質上、下層暗褐色粘質上である。

上器の出土量は少なく、 1は床面 8 cm上 で、 3、 4は P7よ り出上した。
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第36図 83-1号住居跡実測図 (S=%)
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第37図

0         5         10cm

83-1号住居跡出土土器実測図 (S=1/3)

83-1号住居跡出土土器観案表

購 器 穫 大 き さ
mm(推定)

□ 頸
立
ロ

立
ロ

都
部

底
脚

体
胎   土 色  調 焼成

第37図

1 甕
口径 138

頸径 106

外 ナデ ナデ
内 ナデ ナデ

外

内

ハ rナ

ケ ズ リ

中礫  色
微礫  多
細粒砂 多

橙   色 良

鉢
口径 (170)

頸径 (126)

微粒砂 多 橙 褐 色 不 良

鉢
(小型)

口ぞを 100
頸径   90
号争拝憲(52)

外

内

ヘラ磨きか
ヘラ磨き

外

内

ヘラ磨きか
ヘラ磨き

細粒砂 少 橙 褐 色 良

高杯
径
径
高

口
裾
器

外

内

ヘラ磨きか

ヘラ磨きか

外 ヘラ磨きか

内 ナデ

細礫  多
細粒砂 多

橙乳白色 良

高杯
日径 100 外

内

ヘラ磨き
ヘラ磨き

中礫  少
細礫  少

淡 褐 色 良

高杯
鶏呂ぞ登  64 外

内

ヘラ磨き

ナデ

細礫  多
細粒砂 少

橙 褐 色 良
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図番号 器 種 大 き さ
mm(推定)

口 頸
立
ロ

体
立
ロ

(爵 繋)
胎   土 色  調 焼成

第 37図

7 変
口径 173

頸径 146

外 擬凹線 6 ナデ
内 ナデ ハケ

外

内

ハケ

ケズ リ

微礫

細粒砂

多

多
橙 褐 色 良

8 甕
口径 171

頸径 164

外

内

擬凹線 7 ナデ
ナデ ナデ

外

内

ハ空ナ

ケズ リ

細礫

細粒砂

多

多
淡橙褐色 やや

不良

9 甕
口径 152

頸径 114
外 擬凹線か ナデ
内 ナデ 指頭圧痕 ナデ

外 ハケ

内 ケズリ

細礫

細粒砂

多

多
橙 褐 色 良

底部
底径 30 外 底面ハケ 細礫  多 淡橙褐色 良

底部
底径 23 外

内

ハケ

ケズ リ

細礫  多
細粒砂 多

灰 褐 色 良

蓋
つまみ径
50
外

内

ヘラ磨き

ナデ

微粒砂 多 淡茶褐色 良

蓋
つまみ径
36
外

内

ヘラ磨き

ケズリ後ナデ

細礫  少
微粒砂 多

淡茶褐色 良

蓋
つまみ径
31
外 ナデ

内 ケズリ後ヘラ磨き

少

多礫勘
細

微
淡 褐 色 良

2、 掘立柱建物跡

(1)82-1号掘立柱建物Lti(第 38図 )

調査区南部80-3号 。80-7号・82-1号住居跡に囲まれるように位置する。上面巾約50～ 60

Cmの濤状遺構が 2.6m隔て平行に掘られる。長さは不明である。金沢市塚崎遺跡、小松市高堂遺
(注 5)

跡において報告されているが、本検出では濤内より掘 られる柱穴は不明である。南側濤検出長は

5.4mを 測 り、上記類例より1間 × 3間の柱間をもつであろう。

3、 小堅穴状遺構

(1)83-小 堅穴状遣構 (第 39図 )
83-1号住居跡の西へ lm離れ位置し、81-lTに より切 られている。隅丸方形を呈すると推

定され 1辺 3mを 測るであろう。壁の高さは最も高い東壁で20cmを 測る。中 5 Cm～ loCm深 さ 7与m

前後の濤を壁際にもつ。床面は平担である。覆土は上層より暗灰褐色粘質土、下層は炭化物を含

む黄灰褐色上である。
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3黒色粘質土(砂混 )

1.暗灰褐色粘質土
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2.黄灰褐色粘質土
3.〃  (木炭混入 )
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第38図 82-堀立柱建物跡実測図 (S=%)
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82-堀立柱建物跡

83-小堅穴状遺構

第40図  82-堀立柱建物跡 83-小堅穴状遺構出土土器実測図 (S三%)

82-掘立桂建物跡・ 83-小堅穴状遺構出土土器観察表

図番号 器 種 さ
ａ
き
帷
大

ｍ

頸口 都
体

立
ロ

(衛 繋) 胎   土 色  調 焼成

第 40図

1 甕
８

７

径

径
口
頸

外

内

擬凹線 5 ナデ
ナデ ケズリ 内 ケズ リ

勧
大
中
細
微

褐   色 良

2 甕
径

径

口
頸

外 擬凹線 7 ナデ
内 ナデ ケズリ 内 ケズリ

多

多勘
礫
細

細
明 褐 色 良

3 寮
径

径
日
頸

外 擬凹線 7 ナデ
内 ナデ ハケ 内 ケズリ

多
多
多鰈籐的
橙 褐 色 並

鉢
径

径

口

頸

197

161

外

内

ヘラ磨きか
ヘラ磨きか

微粒砂 多
橙 褐 色 良

5 器台か
口宅登 163 外

内

ハケ後ヘラ磨き
ハケ後ヘラ磨き

少

多鰈胸
明 褐 色 良

底部
底径 27 外

内

ハケ 底面 ケズリ

ケズリ

多
多
多鰈籐帥
淡茶褐色 良

7 底部
底径 外

内

ハケ 底面 ケズリ
ケズリ

多

多

礫

篠

細

徹
暗茶褐色 良

高杯 裾 径
外

内

ヘラ磨 き

ナデ

少

多鰈陶
淡茶褐色 良
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4、 濤状遺構

(1)「 8の字」形溝状遺構 (第 41図 )

80-6号住居跡と複合 しこれを切る。北西を向き、上面巾50Cm深さ20cmを 測る。小円は長径3.9

m、 短径 3.3m、 大円は長径 5,6m短径推定 5m、 全長で4.35mを 測る。濤内より第43図 1、 2

は濤底近 く、 3の須恵器蓋は上層より出上した。

(D 80-lT溝 (第 41図 )

調査区南端部において検出した。上面巾45cm、 底面中約20cm、 長さ7.8mを測る。黒褐色粘質

上が堆積していた。

(3)83-ト レンチ調査区溝状遺構 (第 42図 )

巾約50cm、 深さ20cmの 濤 2条が併行 し東南―西北方向に走り交わる。これを切 り中30cm深さ10

Cmの濤が北方向に走る。併行する 2条の溝より土器が出土し、北側濤は第  図 11、 15残 りは南

側濤からである。

い)81-「方形」溝状遣構 (第 41回 )

81-1・ 2号住居跡を切る。中約40cm前後、深さ10Cmを測る。西側がゆるくカーブし一部は調

査区外へ伸びる。

(5)81-3T溝 (第 41図 )
81-「方形」濤状遺構の西側において検出した。中50Cm、 最深20cmを 測る。 4mの検出長である

が、83年調査区 (ト レンチ調査区、西南部 )の濤と繋がろう。

(6)81-lT溝 (第 45図 )

調査区の中央、83-1号住居跡、82-1号住居の、北、西、南の三面をとり囲むように検出し

た。81-1号住居跡西南壁西側より住居内に入いり、北東壁と併行に出ていると考えている。80

年調査区においてこの濤は検出しておらず (遺構発見時の平面写真等にも存在しない)未調査区

域に両端部が位置するであろう。北側端部付近では濤底より深さ15cm～ 20cmの ビットが 3個掘ら

れている。西側では一条が新たに分流し、本流と約10m併行 し途切れる。土面巾40cm～ 45cmを 測

り、濤底の高さは83-小堅穴状遺構付近 (57X、 -20Y付近)が最も低 く南側端部との差は53cm

を測る。 2条に併行する部分では支流より本流が10Cm深 い。このような住居を囲む濤は、津幡町

谷内石山遺跡、七尾市奥原遺跡、七尾市万行赤岩山遺跡など丘陵上の遺跡で見られる。

濤内より土器が出上しているが、南地区 (65X、 -lY付近 )と 、北地区 (50X、 -14.5Y付近 )

の 2ヶ所にまとまっていた。第46図■は,ヒ側端部 (31-lT′ )よ り出土している。

(7)81-2T溝 (第 45図 )

81年調査区中央部に弧を描くように検出した。南側端部では、81-lT滞及び近世濤 (用水濤)
により切られている。中は70cm～ 90cmを測るが遺存度が悪く深さは 6 Cmである。途中で浅くなり

途切れるが、81-2T′ に続くであろうか。また81-lT濤のように80-7号住居跡を囲む濤であ

ろうか。
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溝内出土土器観案表

濤 名 図番号 器 種 大 き さ
mm(推定 )

口 頸
立
ロ

体 部

(編希  喜骨)
胎   土 色  調 焼成

80

|

8の字

第43図

1 甕
口径 162

頸径 118

外 ナデ ナデ
内 ナデ ナデ 内 ケズリ

細粒砂 多

微粒砂 多
褐   色 良

甕
口径 133

勁民ぞ& 120

外 ナデ ナデ
内 ナデ ナデ

外

内

ケズリ後ナデ

ケズリ

細礫  多
細粒砂 多

茶 褐 色 良

蓋
口径 120

器高 40
外 回転ケズリ 回転ナデ

内 回転ナデ

中礫  少
微粒砂 多

青 灰 色 良

81
|

方形薄
甕
ロイ蚤 148

頸径 129

外 ナデ ナデ
内 ナデ ナデ

外 ハケ

内 ケズリ

細粒砂 多
明 褐 色 良

81

|

4T

蓋 か
口径 135

器高 41
土IT質 外 回転ナデ

内 回転ナデ

外 底面 ヘラおこし

指頭圧痕 ナデハ
細礫  少
微粒砂 多

淡茶褐色 良

把手
外

内

押え ナデ (i旨頭 )

ケズリ

細粒砂 多

微粒砂 多
褐   色 良

83

|

トレンチ

調査区

溝

7 甕
口径 179

頸径 140

外

内

擬凹線 9 ナデ
ナデ ナデ 内 ケズリ後ハケ

細形終   多
微 礫  多
微 粒砂 少

褐   色 良

甕
口径 185

頸径 147

外 凝凹線 7 ナデ
内 ナデ 指頭圧痕 ナデ 内 ケズリ

多
多
多
礫礫紗
細
微
細

明 褐 色 良

甕
(小型)

口径 127

頸径 98
胴径 111

器高 (108)

外 擬凹線11 ナデ
内 ナデ ハケ

外 ハケ

内 ケズリ

細礫  多
微礫  多
細粒砂 多

茶 褐 色 良

鉢

口径 149

頸径 110

打同宅登 116

器高 (90)

外 ヘラ磨き擬凹線1

ヘラ磨き

内 ヘラ磨き ヘラ磨き

外 ヘラ磨き

内 ヘラ磨き後ナデ

中礫  少
細礫  多
微粒砂 多

橙 褐 色 良

11 高杯
口径 外 ヘラ磨き 少

多
多
礫礫勒

中
細
微

淡 褐 色 良

高杯
裾径 136 外

内

ヘラ磨き 透穴 3

ケズリ ナデ
細礫  少
微粒砂 多

橙 褐 色 良

高杯
裾径 143 外

内

ヘラ磨き 透穴(4)

ケズリハケ後ナデ

細礫  少
細北立混少 多
微粒砂 多

褐   色 良

14 蓋
つまみ径
40
外 ヘラ磨き

内 ハケ後ヘラ磨き

細礫  少
微礫  少
微粒砂 多

橙   色 良

器台

口ぞを 174
iξ宅登  34
器 高 (137)

外 ケズリ後ヘラ磨き(荒い) 外 ケズリ後ヘラ磨き

内 ケズリナデ (荒い懸勢蓼橙   色 良
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滞内出土土器観察表

濤 名 図番号 器 種 大 き さ
mm(推定)

口 頸 部
体

立
ロ

(衛 載) 胎   土 色  調 焼成

ｌ

　

　

Ｔ

第44図

1 甕
口径 (323)

頸径 (277)

外 擬凹線 8 ナデ
内 ナデ 指頭圧痕 ナデ

外 ハケ

内 ケズリ

中礫   少
率田移整   多
率田*立托少 多

褐   色 良

甕
径

径
口
頸

外 擬凹線 8 ナデ
内 ナデ 指頭圧痕 ナデ

外 ハケ

内 ケズリ

多
多
多
礫礫勘

中
細
細

橙 褐 色 良

甕
径

径
口
頸

外 擬凹線10 ナデ
内 ナデ ナデ 内 ケズリ

少
多
多砂

礫
礫
粒

細
微
細

橙赤褐色 良

4 甕
径

径
口
頸

外 擬凹線 7ナデ 煤付着
内 ナデ ナデ

外

内

ハケ後ナデ(板状具

ケズリ

細 粒砂
微 粒砂

多
多 淡茶褐色 良

甕
径

径
口
頸

外 擬凹線 7ナデ 煤付着
内 ナデ   ハケ 内 ケズリ

細礫  少
細 粒 砂 多
微 粒砂 多

乳 褐 色 良

甕
径

径
口
頸

外 擬凹線 7 ナデ
内 ナデ 指頭圧痕 ナデ

外 ハケ

内 ヶズリ

多

多礫
勘
微

細
橙乳褐色 並

7 甕
５

４

径

径
口
頸

外 ナデ ナデ
内 ナデ ナデ

外 ハケ

内 ケズリ

少

少

多

韓

籐

勒
茶 褐 色 良

8 推卿
ムロ

装
器
受部径
(138)

涙滴形透穴 6(3組 ) 外 ナデ 底面 ハケ後
ヘラ磨き

内 ヘ ラ磨 き(細い )

微粒砂 多
淡茶褐色 良

9 甕
口径 182

頸径 162

外

内

ナデか

ナデか 内 ケズリ

多
多
多砂
鰈籐鱗

橙茶褐色 並

甕
径

径

口

頸

カ

カ

デ

デ

ナ

ナ

外

内 内 ケズリ

多

多礫
勘
細

細
淡茶褐色 並

底部
底径 15

内 ナデ

少
少
多
礫礫勘

中
細
細

黒 褐 色 良

底部
底径 68 外 ハケ 多

多
多
礫礫勒

中
細
細

乳 白 色 良

図４６

１

第

甕
０

４

径

径
日
頸

外 ナデ

内 ナデ

デ

デ

ナ

ナ

中礫  少
細粒砂 多

赤 褐 色 良

変
径

径

口
頸

外

内

ナデ ナデ

ナデ ハケ後ナデ

外 ハケ

内 ケズリ

多
多
多
礫勒勒

細
細
微

褐   色 良

甕
径

径

口
頸

外 ナデ ナデ
内 ナデ ナデ

外

内

ハイナ

ケズ リ

細粒砂 多
橙茶褐色 良

奎
径

径
口
頸

外 ナデ ナデ
内 ナデ ナデ

外 板状工具調整か

内 ケズリ

多

多礫
勒
細

細
紅 褐 色 良

片口鉢

５

１

０

０

２８

２７

６

２０

径
径
径
高

口
頸
底
器

外

内

ハケ後ナデ ハケ後ナデ
ハケ ハケ

外

内

ハ イナ

ハ ケ

多

少礫鯵
細

細
明 橙 色

良

甕
径

径
口
頸

外 ナデ ナデ
内 ナデ ナデ 内 ケズ リ

多

少勘礫

田

田 褐   色 良

7 甕
径

径
口
頸

外

内

ナデ ハケ後ナデ
ハケ後ナデハケ後ヂデ

外

内

ハケ後ナデ

ケズリ後ナデか

少

少鰈醐
淡 橙 色 良

空
４

４

径

径
口
頸

細礫

細粒砂

多

少
橙 褐 色 良

高杯

口径
脚径
裾径
器高

０

０

６

８

外

内

ヘラ磨き
ヘラ磨きか

外

内

ヘラ磨 きか
ハイナ

少

少

多

篠
礫
勘

中

細

微

赤 橙 色 良



溝内出土土器観察表

濤 名 図番号 器 種 大 き さ
mm(推定 )

ロ 頸 部
休

立
ロ

(衝 載)
胎   土 色   調 焼成

81

|

lT

高杯
口径  74 少

多鰈動
橙   色 良

器 台
口径  96 外

内

ヘラ磨きか

ヘラ磨き

少

少線胸
赤 褐 色

底部 だミ宅≧  30
外

内

ハケ ナデ (指頭 )

ナデ(指頭 )

少

少礫紗
細

細
橙 褐 色 良

把手
ヘラ状工具と指頭による調整

多
多
多鰈籐勒
橙 褐 色 良

81

|

2T

第47図

1 甕
径
径
径

日
頸
胴

外 擬凹線 5 ナデ
内 ナデ 指頭圧痕 ナデ

外

内

ハケ

ケズリ後ナデか

多

多礫
勒
細

細
橙 褐 色 良

密
７

４

径

径
口
頸

外

内

擬凹線 7 ナデ
ナデ ナデ

外

内

ハイオ

ハケ

少

多礫勘
細

細
橙 褐 色 良

3 一霊
径

径

口

頸

外

内

擬凹線 5 ヘラ磨き
ナデ ナデ 内 ケズリ

少

少籐鰈
橙 褐 色

やや
不良

甕
径

径

口

頸

外 ナデ ナデ
内 ナデ ハケ

外

内

ハイオ

ケズリ

多

多鰈
籐

橙乳褐色 良

甕
径

径
口
頸

外 ナデ ナデ
内 ナデ ナデ

外 ハケ

内 ケズリ

多

多礫
勘
中

細
橙 褐 色 良

霊

径

径
口
頸

外 ナデ ナデ
内 ナデ ナデ

外 ハケ

内 ケズリ

少

多鰈動
橙 褐 色 良

甕

径
径
径
高

口
頸
胴
器

外 ナデ ハケ
内 ナデ ナデ

外

内

ハイオ

ケズリ

少
多
多
多
簸鰈腕的

橙 褐 色 良

甕

口宅登134
頸径 122
】同宅登 192
底径 20
器高 (209)

外 ナデ

内 ナデ

デ

デ

ナ

ナ

外 ハケ後ナデ
ハケ ケズリ
ハケ ケズリ内

多

多籐胸 黒 褐 色 良

図４８

９

第

休部
胴径

底径

外 根旋コ髯 ケズリ

内 ケズリ、ケズリ後ナデか

少

多礫勘
細

細
茶 褐 色

や
良
や
不

底部
底径   55 外 桐旭呉、底面ケズリカ

内 ケズリ(板状工具)
絡勧修橙 褐 色 良

高杯

口径 172
脚径 31
裾径 120
器高 141

外 ヘラ磨き 煤付着

内 ヘラ磨き
内 ナデ

測操  タ
細粒砂 多
微粒砂 多

淡 褐 色 良

高杯
口径 174 外

内

ヘラ磨き
ヘラ磨き

細礫  少
細粒砂 少

橙 茶 色 良

高杯
径

径

脚

裾

外

内

ヘラ磨き 赤彩

ケズリ後ナデ

少

多緞脚
赤 褐 色 良

高不
覇目宅乙 124 外 ヘラ磨き

内 ナデ

多

多緩卿
橙  色 良

台付
装飾壷
体部径158

裾径 95

外

殖量匡霞禁瑳写デ内

少

多籐動
茶 褐 色 良

台付準
底径 91 タト ′ヽ ケ

内 ケ ズ リ
台菩るハ ケ 、リーデ

少

多

礫

礫

中

細
灰 褐 色 良
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溝 名 図番号 器 種 大 き さ
れm(推定 )

口 頸 部
体

立
ロ

(躊 載) 胎   土 色  調 焼成

第 48図

17 甕
】同径

底径

４

０

外 ヘラ磨き底面ヘラ磨き

内 ナデ ケズリ後ナデ

中粒砂

微粒砂
淡 褐 色 良

81

|

2T,

高不
日径 188

序羽ぞと  32 内 ヘラ磨き 内 ケズリ後ナデか

少

多砂

礫

粒

微

微
紅 褐 色 良

器台

径
径
径
高

口
括
裾
器

デ

デ

ナ

ナ

外

内

外 ナデ(指頭)
ハケ後ナデ

内 ナデ ハケ後ナデ

少

少
礫
勘
中

細
褐   色 良

5、 土  拡  (第 40～ 52図 )

調査区全域より検出している。組文時代を除き最も古い時期のものは81-1l D土拡で、これよ

り出上した口縁端部を波状につ くる甕形土器 (第56図 1)は 、金沢市寺中遺跡、羽咋市吉崎次場

遺跡に類例が見られ、弥生時代中期後半に比定される。81-12D土拡は、底部一個の出上である

が上記土器底部と同相を示すことから同時期であろう。

80-lD土 拡からは多量の甕形土器 D縁部と礫が出土している。

平面形は楕円形と円形の二種に大別できるが、楕円形を呈すものについては、長軸がほぼ東を

向くもの (80-lD、 81-2D等 )と 、司ヒを向くもの (80-2D、 80-3D等 )に分けられる。

|

10.5m_

下

80-lD土拡

ユ0.5m_
―
日
い
．ｏ
Ｈ

10.5m―

第49図 土拡実測図(1)(S=1/。 )

80-5D土 拡
0       1       2m

80-3D土 拡

80-4D土城
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ヽ
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Ｉ
日
Φ
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⑬
81-9D土 拡

④
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Al

81-4D土拡
A2

10.6m

ー′ Cl
ユ0.6m~ _ 2 10.6m聖
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ウ
81-5D土拡
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1

く
D2

81-6D土拡    】塘雹鍵督量
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第50図 土拡実測図(2)(S=%)
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日

Ｈ
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＝
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町
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―
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め
．〇
【

⑬
拡
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日
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82-3D土敢

82-5D」とJな

第51図 土拡実測図(3)(S
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あ             |

10.6呻 ―

く

ぷ

日

Ｈ

即

ｒ

ｌ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｌ

屋́
Φ
．鼠

の     1縞碑主2,褐色精質土
3.明褐色粘質土

83-3D土拡
| ④

‐

10.64-  ~2D土 城

凡例
03-5Dは第42図濤状遺構
実測図(3)を 参照

|

鶴=4D土 拡

―
　
　
　
　
　
　
　
―
日
０
．ヨ

磁
酢
氏
Ｐ

土質

土
土

描
質
質

」
隅
‐‐‐
円
円
形
〆
‐・
・
暗黒灰色

２
．
暗灰色粘

３
．
灰褐色粘
4,淡灰色黄砂混入粘質土
5.明灰色黄砂混入結質土

第52図 土拡実測図(o(S=%)
0       1       2n
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名 称 平面形 規 模 深
さ 備 考 名 称 平面形 規 模 深

さ 備 考

80-lD 楕円形
×

　

×

111

67

礫
上
期
出
器
、量ｔこ
影

土
多
月

82-lD 円
70 × 70

30 × 32

80-2D 楕円か
不定×78

不定×61
月 影 期 ? 82-2D 楕 円

76 × 42

50 × 22
9

80-3D 楕 円
208)(100

169× 60
月 影 期 82-3D 長方形

84 × 56

46 X 34

80-4D 楕円か
126×不定

110×不定
月 影 期 82-4D 円 か

80× 不定

52× 不定
月 影 期

80-5D (楕 )円
52 × 43

29 X 23
月 影 期 82-5D 円 か

80× 80か

66× 66か
6 月 影 期

82-6D 長方形
170X 82

153)( 68
月 影 期

81-lD 楕 円
100〉く 80

44 × 36
月 影 期

81-2D 楕 円
172〉〈 70

142X 50
月 影 期

81-3D 楕 円
180)〈  80

134〉く 40
月 影 期 83-lD 楕 円

200X136

154)く  90
月 影 期

81-4D 楕円か
(320)× 112

(300)×  84
古府クルビ期 83-2D 楕円か

120X64(推定)

76 X 42

83-3Dを
切る
月 影 期

81-5D 楕 円
214)(108

180X 62
月 影 期 83-3D 円 か

100X90(推定)

52 X 53
月 影 期

81-6D 楕円か
不定×150

不定× 70
古府クルビ期 83-4D 楕 円

116〉〈 93

70 × 54

81-7D 楕 円
140〉〈 78

54×  30
83-5D 円 形

62 X 56

47 × 44
月 影 期

81-8D 楕 円
144× 64

90 × 34

81-9D 楕 円
130〉〈 85

76 × 54
?

81-10D 楕 円
110〉〈 84

80 X 60
11 月 影 期

81-1l D (楕 )円
136)(110

120)く  86
弥 生 中 期

81-12D 円
222× 216

176)(138
弥生中期か

土 城  ― 覧 表
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80-lD

0         5         10Cm第53図 土拡出土土器実測図(1)(S=%)
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80-lD

80-4D

80-5D

第54図 土拡出土土器実測図(動 (S=%)
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81-2D

81-3D

81-5D

第55図 土拡出土土器実測図(3)(S=%)
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^

81-12D

81-3D

82-3D

82-4D

第56図 土拡出土土器実測図は)(S一 %)
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83-lD

83-5D

3D

0         5         10cm

第57図 土拡出土土器実測図(5)(S=%)
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土砿出土土器観察表

土砿名 図番号 器種 さ
ａ
き
推
大

ｍｍ
口 顕

立
口

立
日
ナ立

口
立
意

底

脚

体

／
＼

胎   土 色  調 焼 成

８０

‐

ｌ Ｄ

第53図

1 甕

径

径

径

口
頸

胴

外 擬凹線 5、 ナデ
内 ナデ、ナデ

外 ハケ
内 ケズリ

少
多赳触
暗茶褐色

良

2 甕
径
径
口
頸

外

内
擬凹線 5、 ナデ
ナデ・指頭圧痕、ハケ 内 ケズリ

多

多礫
翻
微
細 茶 褐 色 良

3 竃
口径(198
頸径 168

外 概凹線 6、 ナデ
内 ナデ・指頭庄痕、ナデ

外 ハケ
内 ケズリ

細礫  多
細粒砂 多 精 褐 色 良

4 甕
径
径
口
頸

外
内
擬凹線 7、 ナデ
ナデ(板状工勁 )ヽ、

ハケ
外
内

ハ rナ
ケ パ リ

細礫  多
微粒砂 多 黄 褐 色 良

5 甕
口 径

頸径
外 擬凹線 9、 ナデ
内 ナデ、ハケ 内 ケズリ

中礫  少
イ冊米立T/J/N  多
微粒砂  多

精茶褐色 良

6 甕
径
径
口
頸

す

ナ デ
、

１０
き

デ

線

磨

ナ

凹

ラ

と

擬

へ
き

外

内 ヘ ラ磨
内 ケズリ

細礫  多
細粒砂 少 構 褐 色 良

7 甕 塁経
外
内
擬凹線 7、 ナデ
ナデ、ハヶ

外 ハケ
内 ケズリ 微礫  多 茶 褐 色 やや

不良

奏
口 径

頸径
外 擬凹線 9、 ナデ
内 ナデ・擬頭圧痕、ハケ

外 ハケ
内 ケズリ

イ胸繋  多
綱粒砂 多 茶 褐 色 負

9 甕
径
径
口
頸

外 擬凹線 7、 十デ
内 ナデ、ナデ 内 ケズリ

微礫  少
微粒秒 多 黒 褐 色 良

甕
口径 174 外 擬凹線 5 細礫  多

細粒砂 多 茶 褐 色
や
良
や
不

甕
径
径
口
頸

外

内
擬凹線 6
ナデ、ナデ 内 ケ パリ

細礫  多
細粒砂 多 精 褐 色 良

甕
径
径
口
頸

外

内
擬凹線 8、 ナデ
ナデ、ハケ後ナデ

内 ハケ
外 ケ ズリ

中礫   少
イ円■驚    /」/h
細粒砂  多

淡茶褐色 良

甕

径

径

径

口
頸

胴

外

内
擬凹線 5、 ナデ
ナデ。指頭圧痕、ナデ

外

内

′ヽ イナ
ケ ズ リ

細礫  多
細粒砂 多 構 褐 色 並

第54図

1 甕 デヽ
７
ナ
線

ヽ

凹
デ
擬
ナ

外
内

ナ デ 外

内

ハケ、底面ケズリ
ケバリ

細礫  多
細粒砂 多 晴茶褐色 良

2 甕
口 径

頸径
外 擬凹線 5、 すデ 外 ハケ 少

少
礫
礫
細
微

黒 褐 色 良

甕
口 径

頸径

外

内
擬凹線 5、 ナデ
ナデ、十デ

外
内

ハケ (細い )
ケ ズリ

多
多

礫
礫
中
細 橙 褐 色 良

4 甕
口径
頸径

デ
デ
十
ナ

デ
デ
ナ
ナ

外
内 内 ケズリ 微礫  多 褐   色 良

甕
径
径
口
頸

磨ラ
へ後

デ

ズ
，

ナ
ケ

い

ヽ

荒ヽ

デ

デ
で

十

ナ

き

外

内
外
内

ハ ケ 後 十 デ か

雪潟鞘密
ヘラ磨 中礫  少

細粒砂 少 構茶褐色 良

甕
口径
頸径

外
内
ヘラ磨き、
ヘラ磨き、

き

き

磨
磨

ラ

ラ
ヘ
　
ヘ

微礫  少
微粒砂 少 茶 褐 色 良

7 底部 底径 40
外

内

ハケ後ナデか
ケズけ

細礫  多
細粒砂 多 褐   色 良

高ナ不 脚径 33
外  ヘ ラ磨 き (細 い )
赤 彩

内  ケ ズ リ後 ナ デか
微礫  少
細粒砂 少 赤 褐 色 良

８。

‐

４ Ｄ
甕
径
径
口
頸

外 ナデ、ナデ
内 十デ、指頭圧痕、十デ

外 ハケ
内 ケズリ

大 礫   少
細 聘驚   少
細 粒 砂   多

情 褐 色 良
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土IFA出 土土器観察表

土並確 図番号 器種
大 き さ
mm(推定 )

口 頸
立
ロ

立
日
，立
口
立
ロ

底

脚

体

ｒ
く

丹台   吉Б 色  調 焼成

80

|

5D

第54図

10 甕
径
径
口
頸

外

内
擬凹線 8、 ナデか
ナデか、指頭圧痕、すデか

外 ハケ
内 ケズリ

細礫  多
細粒砂 多 褐   色

や式
不良

11 甕
径
径
口
頸

外

内
擬凹線 6、 ナデ
ナデ、指頭圧痕、ハケ

外

内

ハ イナ
ケ ズ リ

多

多

多砂

礫

礫

粒

細

微

細
橙 褐 色

やや
不良

甕
径
径
口
頸

外
内
擬 凹線 8、 ナ デ
ナデ 、指 頭 圧痕 強 い稜
ハ ケ後ナ デか

外 ハケ
内 ケズリ

細礫  多
微粒砂 多 橙暗褐色 良

甕
径
径
口
頸

デ

痕

ナ

圧ヽ頭

ケ

７
指

ハ

線

ヽ

ヽ

凹
デ

２

擬

ナ
稜

外

内 5虫 い
外

内

′ヽ イナ

ケ ズ リ

多
少僻棚
茶 褐 色 良

81

|

2D

第55図

1
甕
径
径
口
頸

外 擬凹線 9、 ナデ
内 ナデ、指頭庄痕、ナデ

外 ハケ
内 ケズリ

中礫   多
細礫   多
細粒砂  多

橙 褐 色 良

2 甕
月同径
底径

外  ハ ケ 、底 面 、ケ
ズ 1)

内  ケ ズ リ

中礫   多
細礫   多
細粒砂  多

茶 褐 色 良

81

|

3D

3
括即
ム
四

装
器
口径 166 外

内

ヘラ磨き、涙満形透穴7
ヘラ磨き

細砂  多
微粒砂 多 橙 褐 色 良

装飾器
台 か 裾径 136

外 形
ヽ
円
紳
デ

き
い
ナ

磨
６

ヽ

ラ

穴

ケ

ヘ
透

ハ内

細礫  少
微粒砂 多 褐  色 良

81

|

4D

5 甕
口 径

頸径
外 擬凹線13 少

多鰐脚
淡灰褐色 良

6 高 不 裾径 97 外 ヘラ磨 き
内 ケズリ、裾ナデ

檄礫  少
細粒砂 多 淡茶褐色 良

81
|

5D
7 甕

径

径
口
頸

細礫  多
細粒砂 多 灰 褐 色 不良

81

|

6D

8 甕
口 径

頸径
デ
デ
ナ
ナ

外
内

ケヽ後ナデ 外
内

ハケ
ハケ、ケズリ

中礫  少
細礫   多
細粒砂  多

橙 褐 色 良

9 高罫 裾径 156
外 透穴 3 微礫  少

微粒砂 少
橙   色 良

鉢
口径  86
頸径  68

カ

カ

き

き

磨
磨
ラ
ラ
ヘ
　
ヘ

外
内

微粒砂 多 橙 褐 色 不良

81

|

12D

第56図

1
甕
口
頸
胴
底
器

外  波状 凸帯 (12mm間 隔 )
ハ ケ 、ハ ケ

内  ハ ケ 、ハ ケ

外
内

ハ 1オ 、

アヽ イオ、
(指頭 )

デ
げ

ナ

上

面

デ

底

ナ 中礫
細礫

多

多 茶 褐 色 良

2 底部 底径 38
外  ハ ケ 、底 面 ケ ズ
リ

内  ハ ケ 、 ヶ ズ リ

夫 礫   少

鍮 多暗茶褐色 良

3 甕

口
頸
胴
器

垂 196
垂 161
垂 ■7■
欝 224

外 ナデ、ハケ
内 きざみ日、ナデ、ナデ

外
内

″ヽ イナ
ハ ケ 後 ナ デ 上 げ

(指頭 )

大礫  少
中礫   少
微粒砂  多

乳 褐 色 良

81
|

13D
底部 底径 60

外
内

ハケ、底面ケズ リ
ナデ上 げ (指頭 )
ケ ズ リ

中礫  少
微粒砂 多 褐   色 良

82

|

2D

5 甕
口 径

頸径 デヽ
５
ナ
線

ヽ

凹
デ
擬
ナ

外
内

ナ デ 外
内

ハヶ
ケ ズ リ

赳
細襟

少
多 橙 褐 色 良

6 鉢 口径 160
外

内
ナデ
ハイナ

外
内
ハ ケ
ハ ケ

細礫  少
微粒砂 少

乳 褐 色 良

7 底部 底径  13 外 ハケ、底面ケズリ
内 ケズリ後ナデ

中礫  多
線礫  多 淡茶褐色 良

２

　

Ｄ

8 把 手
外 ハケ (指頭 に よる手づ
く オa)
ケ ズ リ内

中・細・微礫 多
細粒砂 多 褐   色 良

82

|

4D

9 高
'不

口宅を235
磨
磨
ラ

ラ
ヘ
　
ヘ

外
内

中礫   少
細礫  少
細た立琵少  多

橙 褐 色 良

器 台 裾径 135
外 み

５
く
デ

刻
線
デ
ナ

凹ヽ
ナ
＞
、

き
　
。
具

磨
擬
り
状

ラ

ズヽ
ケ

ヘ
ロ
ケ
（

内
細礫  多
微粒砂 多 橙乳白色 良
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土砿出土土器観察表

土転名 図番号 器種
大 き さ
mm(推定 )

口 頸
立
ロ

立
日
ヽ
ヽ
′
／

部

都

底

脚

体

／
く

胎  土 色  調 焼祓

83

|

1D

第57図

1 甕
８
４
径
径
口
頸

外
内
擬凹線 8、 ナデ
ナデ・指頭庄痕、ナデ

外 ハケ
内 ケズリ

細礫  少
微礫   多
細粒砂  多

褐   色 良

甕
口径(178
鎖径 145

外 擬凹線 7、 ナデ
内 ナデ・指頭圧痕、ナデ

外 煤付着
内 ケズリ

イ胸葉  多
細粒砂 多 橙乳褐色 良

甕
４
１
径
径
口
頸

外
内
擬凹線 6、 ナデ
ナデ・指頭旺痕、ケズリ

僻   多
細粒砂 多 茶 褐 色 並

甕
径
径
口
頸

デ
デ
ナ
ナ

デ
デ
ナ
ナ

外
内

外

内

ハケ
ケズ リ

細礫   多
イ胸葉  多
微粒砂  多

橙 褐 色 良

甕
径
径
口
頸

外 ナデ、ナデ
内 ナデ、ケズリ

細礫  多
細粒砂 多 橙 褐 色 並

6 高郭 裾径 126
外 ヘラ磨 き・透穴
内 ナデ

細粒砂 多
微粒砂 多 乳 褐 色 良

83

|

2D

甕
口径 166
蜀罠宅登 122

外 擬凹線10、 ナデ
内 ナデ 。ナデ 内 ケズリ

多
多僻動
乳 褐 色 良

甕 か 口径(207)
デ
デ
ナ
ナ

外
内 微粒砂 多 橙 褐 色 良

底部 底径 26
内 ケズリ

中礫   多
細礫   少
糸田兆立琵少  多

淡 褐 色 並

８３

‐

５ Ｄ

甕
径
径
径

口
頸
胴

外
内
擬凹線■、ナデ
ナデ、ハケ

外
内
ハ イナ

ケズ リ
細礫  多
細粒砂 多 灰 褐 色 良

高lTh
口径

外 ナデ・ 擬 凹線 3、 ヘ ラ
磨 き
ヘ ラ磨 き内

多
多胞睡
茶 褐 色 良

83

|

3D

高ナ不
口径 200 外 ヘラ磨き

内 ヘラ磨き
細粒砂 多
微粒砂 多 淡茶褐色 良

高す不
口窄き208 外   地 線 1、

ハ ケ後ヘ ラ
磨 き

内 ハ ケ後ヘ ラ磨 き
微礫  少
微粒砂 多 淡 褐 色 良

雛即
ムロ

装
器

外
内
ヘラ磨き、底ナデ、赤彩
ハケ、ハケ・ケズリ、赤彩

少
多腿触
赤  色 良

高杯 裾径 164
外  ヘ ラ磨 き、端 部
ナ デ

内 ナ デ 、ヘ ラ磨 き
細礫
微粒砂

少
多 淡茶褐色 良
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6、 石   器   (第 田 図)

石器は前述の遺構内から出上した一部についてのみ報告する。祗石は欠損面を除きすべてが使

用されている。

打製石斧については実測図に載るものの他に各住居跡覆土内より出土しており、縄文土器片も

混在している。縄文時代遺跡との複合という問題もあるが、82-1号住居跡、82-2号住居跡出
(註 ■ )

上のものは、概期に打製石斧が使用されたことを物語るものであろうか。

(註 )石質は野々市中学校教諭 村上維喜氏に鑑定いただいた。

/Jヽ

堅穴住居跡とその遺物について

調査区では14棟の住居跡を確認している。時期の降る80-5号住居跡 (以下住居跡をHと 略す )

を除く13棟の住居跡は、弥生時代末期～古墳時代初頭に比定されよう。この13棟は平面形が隅丸か隅角

かで 2種類に区別出来る。隅九は80-1・ 2。 3。 4。 6。 7、 81-2、 82-1。 2。 3・ 4の各住居跡

計11棟で、隅角は81-1、 83-1の住居 2棟である。また主柱穴数を考慮し、石野博信氏の分類
(註 13)

及び橋本正氏の分類、また塚崎遺跡報文を参考にすると隅丸方 2Y型、隅丸方 4X型、隅角方 4

X型の二種類に分けられよう。

結

実測図石器一覧表

名  称 図番号 出土遺構 長  さ 巾 厚 さ 重 さ 石   質 備 考

祗   石 1 80-3号住居跡 泥  岩 全面使用

祗   石 2 80-7号住居跡 9 泥  岩 欠損

祗   石 3 81-1号住居跡 泥  岩 欠損

祗   石 4 81-1号住居跡 泥  岩 他の祗石 より若干粒が

大 きい、欠損

祗   石 5 82-1号住居跡 泥  岩 全面使用

紡 錘 車 6 81-1号住居跡 上 面 径
2[

羞 面 径 3E

尺 律

7～ 9 泥  岩

打製石斧 7 82-1号住居跡 刃部
98 635 火山礫凝灰岩 P6(特殊ピット)よ り出上

打製石斧 8 82-1号住居跡 刃部
95 火山礫凝灰岩 P6上面より出土

打製石斧 9 81- 1 T溝 刃 部
116 705 火山礫凝灰岩

打製石斧 82-2号住居跡 257 刃部推定115 火山礫凝灰岩 P3(柱穴)よ り出土
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隅丸方 2Y型 :80-lH、 80-4H

隅丸方 4X型 :80-2H、 80-3H、 80-6H、 80-7H、 81-2H、 82-lH、 82-2H、

82-3H、 82-4H、

隅角方 4X型 :81-lH、 83-lH、

床面積は 4X型にばらつきが見られるが、20～ 40ぽ 7棟、40～ 70∬ 2棟、80m2代 2棟であり20

～40m2ク ラスが最 も多い。金沢市塚崎遺跡と同傾向を示し北陸のl1/1期 における一般的住居の床面

積 と言えよう。隅丸方 2Y型 はいずれも10m2代 である。

隅丸方4X型 の住居9棟においては二段掘 りの特殊ピットを有するかで二種に分けられ、有する

もの 5棟のうち82-4Hの 南壁際を除き、80-3H、 82-1、 2、 3Hの 4棟はいずれも東狽1又
(註 16)

は南側主柱穴間を結ぶ線上に設置されている。特殊ピットは住居跡の南半部に位置すると言えよう。

また、 1例のみであるが82-2Hの 出入口と考えられる4個の方形配置の柱穴はこの住居の北
(註 17)

イ員1に位置し南側主柱穴間の特殊ピットの位置と密接な相対関係をもつものであろうか。

ここで出土土器の様相により各住居の時期を検討しなければならないのであるが、筆者は不学

のため他遺跡から出土した土器の類例の提示にとどめ、ある程度の時期を各住居に帰属させたい。

分類した住層平面形が隅九か隅角に分けられることは前に述べたが、まず隅丸のもの11棟についての

出土土器を概観してみたい。これらすべてはより従来から言われている「月影式上器」が出土し
(註 20)

ている。金沢市月影遺跡、金沢市下安原海岸遺跡、金沢市南新保D遺跡の各遺跡より類例が見ら

れ、谷内尾普司氏の「月影Ⅱ式土器」に比定されよう。

隅角の住居の 2棟及び81-lT濤からの出土土器は若千の時間的差を持つが、新しい様相を持
つ土器は、高松町ニツ屋遺跡、金沢市古府クルビ遺跡、金沢市二口六丁遺跡、金沢市押野西遺跡

出土土器に類例が見られる。「古府クルビ式上器」に比定されよう。

これらのことから隅丸の住居は弥生時代終末、隅角の住居は古墳時代初頭の時期に位置しよう。

このことは 2種に分類した住居平面形に表われたものであろうか。

80-5Hは段状構造を持ち主柱の酉己置は外周主柱式をとっている。内周、外周の違いはあるが、
七尾市細口源田山遺跡第4号住居跡と同類である。出土土器は、甑 1、 鍋 (把手付甕)1、 甕 1、

中型簑 2、 中型碗 2、 碗 4、 高杯 1、 須恵器杯身 3、 同蓋 1の計16個でほtF完形である。金沢市

古府クルビ第 1号住居跡、加賀市千崎 。大畠遺跡、と同相を示す。吉岡氏の編年の土師器第 7様

式にあたり、6世紀末～ 7世紀中葉の年代を与えられている。また須恵器杯身は田辺氏の編年で

のTK-209型式に近い様相を示す。これには 7世紀初頭の年代が与えられていることから、80
-5Hは 6世紀末～ 7世紀初頭の古墳時代後期に位置する。

最後に簡単にまとめると、本集落は本調査区の南側一帯にも住居跡が存在し (註3参照 )、 弥生

時代終末～古墳時代初頭を中心とし、これ以降断続的に人々が生活を営んだことが窺われる。集

落構造については北側の一部分の調査であるが、旧河道に鋏まれた狭い微高上に帯状をなして(流

跡と併行するように)住居が築造されていたと思われる。

今後の課題を多く残す報文であり先学諸氏の御批判、御教授を願うものであります。
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淋 ぐ 形 状 規 模

�

床面 主柱穴
本

特殊ピット等 壁濤 時   期

80-1; 隅 丸 長 方 形 4.25X3.3 126 2 笠 有 月影期

80-2号 胴張隅丸長方形 66 ×6.0 連結ピット 有

80-3号 胴張隅丸長方形 103 ×9 1 特殊ピ・′卜(東側主柱穴間) 有

80-4号 隅 丸 長 方 形 50 ×40 17.2 2 鉦 有

80-5号 隅 丸 長 方 形 57 ×48 貯蔵穴 一 部 7世紀初頭

80-6号 胴 張 方 形 ? (6× 6) 連結ピット 一部 月影期

80-7号 胴張隅丸方形 64× (61) 4 笙 一 部 〃

81-1号 方 形 9 1 ×9 (819) 4 笠 有 古府 クルビ期

81-2号 隅 丸 方 形 83X(8) (664) 不 明 有 月影期

82-1号 胴張隅丸長方形 60 X53 4 特殊ピット(南側主柱穴間 有

82-2号 胴張隅丸方形 7 9 )(72 49.6 特殊ピット(南側主柱穴問 有

82-3号 隅丸長方形 (不整) 6.3 ×5.2 4 特殊ピット(南側主柱穴岡 有

82-4号 隅 丸 方 形 4.6 )(4.2 17.9 特殊ピット(南壁際) 有

83-1号 方 形
67 )<6.2
60 ×5_7

37_7
31.9 有 古府クルビ期

住居跡一覧表
※ ( )は 推定値

(誰 1)A 都辺比呂志 1975 「家とムラ」『日本生活文化史』河出書房新社
B 石野博信 1975 「考古学から見た古代 日本の住居」『日本古代文化の探究

家』社会思想社

(註 2)注 1の Bと 同じ

宮本、楠 1982では類カマ ドとしたが証正 したい。

(誰 3)筆者は乳場では認識しておらず現場において戸潤幹夫氏より教示を得た
(註 4)吉 岡康暢、小嶋芳孝ほか1976「塚崎遺弥」『北陸自動車道関係埋蔵文化財調査報告
書Ⅱ』石川県教育委員会、石川県北陸自動車道埋蔵文化財調査団

(誰 5)戸潤幹夫 1982 『高堂遺跡、第Ⅲ次調査概報』石川県立埋蔵文化財センター

(註 6)西野秀和、滋井真 1980 『谷内石山遺跡』

(註 7)西野秀和 1982 『七尾市奥原縄文遺跡・奥原遺跡』石川県立埋蔵文化財センター

(誰 8)土肥冨士夫ほか 1980 『万行赤岩山遺跡』七尾市教育委員会

(誰 9)宮本哲郎 1977 『金沢市寺中遺跡』金沢市教育委員会

(註 10)橋本澄夫 1973 「次場遺跡」『羽昨市史』原始・古代編
浜岡賢太郎、谷内尾普司、三浦純夫 1976 『羽昨市吉崎 。次場遺跡 。第 3次発掘

調査概報』羽咋市教育委員会
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(註 11)注 5と 同じ。

(註 12)注 lBと 同じ。

(註 13)橋本正 1976 「堅穴住職の分類と系譜」『考古学研究』第23巻第 3号 (房U巻91号 )

考古学研究会

(註 14)注 4と 同じ。

(註 15)宮本哲郎、補正勝ほか 1983 「北陸の弥生・古墳時代の堅穴住唇跡」『北陸の考

古学』石川考古学研究会会誌第26号  (近刊予定)

(註 16)金沢市塚崎遺跡、津幡町谷内石山遺跡、宇ノ気町上山田貝塚、金沢市西念・南新保

遺跡、加賀市二子塚遺跡、小杉町中山南遺跡の住居跡に類例が見られる。

(誰 4)と 同じ。

(註 6)と 同じ。

小鳴芳孝1979「紀文時代以後の遺構 と遺物」『上山田貝塚』宇ノ気町教育委員会、

石川考古学研究会

宮本哲郎ほか1983 『西念・南新保遺跡』金沢市、金沢市教育委員会

田嶋明人、湯尻修平 1974 噺日賀市二子塚遺跡群調査概報』石川県教育委員会

小島俊彰ほか 1971 『小杉町中山南遺跡調査報告書』富山県教育委員会

(誰 17)大阪市東山遺跡で出入口の推定方法に 5つがあげられているが、このなかの②にお

いて「炉穴が上間の周縁寄 りにある場合、炉穴より遠い部分に戸口を設けている」

の炉穴を特殊ピットと読みかえて、本遺跡の住居跡の出入口が推定出来るのではな

かろうか。 (註15)で楠氏がこれを引用し検討 している。

掘江門ほか 1980 『東山遺跡』大阪文化財センター

(註18)A 浜岡賢太郎、吉岡康暢 1962 「力日賀・能登の古式上師器」古代学研究32

B 橋本澄夫 1975 「V総括」『金沢市高畠遺跡』金沢市教育委員会

(註 19)注18Aと 同じ。

(註20)橋本澄夫  「金沢市下安原海岸遺跡の第二次調査」『石川考古学研究会会誌第18号』

(註21)平田天秋 1976 「金沢市南新保 D遺跡」『北陸自動車道関係埋蔵文化財調査報告

書Ⅱ』石川県教育委員会、石川県北陸自動車道埋蔵文化財調査団

宮本哲郎ほか 1981 『金沢市南新保 D遺跡』金沢市教育委員会

(註22)谷内尾普司 1983 「北加賀における古墳出現期の土器について」

(註23)と18Aと 同じ。

(註24)橋本澄夫、高橋裕

『北陸の考古学』石川考古学研究会会誌第26号 (近刊予定)

1976 「金沢市古府クルビ遺跡」『北陸自動車道関係埋蔵文化

財調査報告書 H』 石川県教育委員会、石川県】ヒ陸自動車

道埋蔵文化財調査団
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(註25)南久和ほか 1983 『金沢市二口六丁遺跡』金沢市教育委員会

(註26)南勉 1983 「金沢市押野西遺跡第H次発掘調査のL-4土 払のtFN/t要」
『金沢市二口町遺跡』金沢市教育委員会

(註27)(註 18)B、 (誰 22)、 (註24)と 同じ。

(註28)近年、弥生時代と古墳時代とを区分する土器について「月影式土器」を弥生時代終

末期 とする見解があり本書ではこれに従う。 (註 22)、 (註25)の 附章 3の両文献

(註29)(註 13)と 同じ。

(註30)浜岡賢太郎、桜井憲弘、土肥冨士夫ほか 1982 『細口源田山遺跡』七Ft市教育委

員会

(註31)(註 24)と 同じ。

(註32)四柳嘉章 1976 「加賀市千崎 。大畠遺跡」『北陸自動車道関係埋蔵文化財報告書
III』 石川県教育委員会、石川県北陸自動車道埋蔵文化財調査団

(註33)吉岡康暢 1967 「北陸における土師器の編年」考古学ジャーナル 6

(註34)田辺昭三 1981 『須恵器大成』角川書店刊

9、 附 記

筆者が量初に現場を担当したのがこの御経塚ツカダ遺跡であり、想い出深い遺跡であるが、未

熟なため55年度は破壊に近い調査を行なってしまった。深 く反省したい。

現場作業については、高堀勝喜氏、橋本澄夫氏、南久和氏をはじめ湯尻修平氏、刻ヽ鳴芳孝氏ら

多くの方々に御指導頂き感謝いたします。

また、地元御経塚町有志及び加藤雄巳、北村昭、安鳴均、山岸秀昭、前田晴彦、日村栄二、吉

川均の各学生諸氏には、厳冬時の調査にもかかわらずカッパ姿で作業を進め、無理 をして頂いた。

58年度の屋内整理時においては宮本洋子さん、石浦め ぐみさん、菊野庸三氏に夜遅 くまで残っ

て頂き頑張ってもらいました。ごくろうさまでしたと感謝いたします。

金沢市文化課南久和氏より、文献の貸し出しなど暖かい援助を受け町教委の中田八千代嬢の手

をわずらわしたにもかかわらず、筆者はこれをまるっきり生かせずおわびするものであります。

不備な報告書であるがひとえに吉日が責を負うものであります。
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図版 11
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図版 14
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図版 16
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図版 17
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図版 19
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図版 23
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図版 24
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図版 32

82-4H

82-4H

82-4H 13

82-5H

82-4H

■|■ ■ ■
~―

82-4H82-4H 14

- 140 -



図版 33
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